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岩橋保育園運動会一緒に 　 　　 でゴールしよ！笑顔

　岩橋保育園の運動会が
10月13日に開催され、子
どもたちは徒競走やダンス
など園庭で一生懸命に披露
していました。
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議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
平
成
31
年
度
中
に
実
施
す
べ
き
と
決
定

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
は
、

議
会
と
し
て
、
時
代
に
即
し
た

議
会
運
営
、
町
民
に
開
か
れ
た

議
会
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
研

究
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
平
成

29
年
９
月
議
会
で
議
員
の
提
案

に
よ
り
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
な
ど
の
準
備
期

間
を
経
て
、
平
成
30
年
１
月
に

第
１
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

月
１
回
か
ら
２
回
の
ペ
ー
ス
で

８
月
ま
で
に
11
回
の
会
議
を
行

い
、
議
会
全
般
の
事
項
を
協
議

し
ま
し
た
。

【 

協
議
事
項 

】

開
か
れ
た
議
会
部
門
…
主
に
会

議
の
公
開
方
法
や
情
報
公
開
を

協
議
。

議
会
運
営
部
門
…
本
会
議
に
お

け
る
一
般
質
問
の
方
法
や
質
疑

の
方
法
な
ど
議
会
運
営
に
関
し

て
協
議
。

議
会
組
織
部
門
…
議
員
定
数
や

報
酬
、
委
員
会
の
構
成
な
ど
を

協
議
。

　　
こ
こ
で
は
、
平
成
30
年
９
月

定
例
会
で
報
告
さ
れ
た「
議
会

改
革
特
別
委
員
会
の
件
」に
つ
い

て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議会改革特別委員会は11回の会議を開き、議会全般について協議しました

町
議
会
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
実
施
へ

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
現

行
と
同
様
に
議
員
定
数
を
16

人
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。

　
町
議
会
議
員
選
挙
が
無
投
票

と
な
っ
た
こ
と
お
よ
び
当
町
の

人
口
減
少
に
伴
い
議
員
定
数
を

削
減
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り

ま
し
た
が
、当
町
に
お
い
て
は
、

施
策
に
よ
り
人
口
増
の
可
能
性

も
あ
る
こ
と
お
よ
び
地
域
住
民

の
意
見
や
要
望
を
町
に
伝
達
す

る
機
能
等
が
損
な
わ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
現
行
の
定
数

（
16
人
）
と
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

議会改革特別委員会

議
員
定
数
は

　
　

現
状
ど
お
り

議会改革特別委員会
における結果報告

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
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現在は議員に向かって質問しますが、執行部に向かって質問ができるように

　
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
若

年
層
の
な
り
手
問
題
や
議
員
定

数
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
り
増

額
の
提
案
も
さ
れ
ま
し
た
が
、

自
ら
の
報
酬
額
を
自
ら
が
決
定

す
る
こ
と
は
相ふ
さ
わ応
し
く
な
い
と

の
結
論
か
ら
、
議
員
報
酬
に
つ

い
て
は
、
酒
々
井
町
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
に
諮
る
べ
き
と
の

結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
政
務
活
動
費
に
つ
い

て
は
、
不
要
で
あ
る
と
の
結
論

に
な
り
ま
し
た
。

議
員
報
酬
は
審
議

会
に
諮
る
べ
き

議
会
中
継
で
よ
り

開
か
れ
た
議
会
に

　
議
会
中
継
に
つ
い
て
は
、
傍

聴
で
き
な
い
方
へ
の
配
慮
等
を

考
慮
し
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会

に
取
り
組
む
た
め
、
平
成
31
年

度
か
ら
町
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

生
中
継
お
よ
び
録
画
放
映
を
実

施
す
べ
き
と
の
結
論
に
至
り
ま

し
た
。

　
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
よ

り
審
議
を
深
め
る
こ
と
お
よ
び

傍
聴
人
に
配
慮
す
る
観
点
か

ら
、
再
質
問
（
２
回
目
）
以
降

の
質
問
に
つ
い
て
は
、
現
状
の

一
括
方
式
と
一
問
一
答
方
式
の

選
択
制
を
採
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
問
一
答
を
採
用
す

る
場
合
に
お
い
て
は
質
問
回
数

制
限
を
撤
廃
し
ま
す
。

　
ま
た
、
質
問
者
席
を
設
け
、

再
質
問
以
降
に
つ
い
て
は
質
問

者
席
か
ら
質
問
す
る
こ
と
と

し
、
今
年
度
（
平
成
30
年
度
）

か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
質
問
時
間
に
つ
い
て

は
、
現
在
と
同
様
に
質
問
と
答

弁
あ
わ
せ
て
１
時
間
以
内
と
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
反
問
権
に
つ
い
て
は
、
執
行

部
が
議
員
に
対
し
て
質
問
の
内

容
確
認
、
質
問
の
根
拠
、
代
替

案
の
提
示
要
求
、
逆
質
問
、
反

論
等
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
、総
括
質
疑
、一
般
質
問
、

緊
急
質
問
、
委
員
会
の
質
疑
で

反
問
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

請
願
の
紹
介
議
員
に
つ
い

は
、
所
属
委
員
会
に
関
わ
る
案

件
は
極
力
避
け
る
と
し
て
き
ま

し
た
が
、
請
願
者
の
権
利
を
損

な
う
恐
れ
が
あ
る
と
の
判
断
か

ら
、
所
属
委
員
会
に
関
わ
る
委

員
会
で
も
紹
介
議
員
に
な
れ
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
全
員
協
議
会
に
お
け
る
協
議

事
項
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
算

の
査
定
後
に
予
算
の
説
明
の
場

を
執
行
部
に
依
頼
し
て
設
け
る

こ
と
お
よ
び
基
本
計
画
の
進
捗

状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
も

執
行
部
に
依
頼
し
、
実
施
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

は
、
時
間
を
か
け
深
い
議
論
を

す
べ
き
事
項
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
31
年
４
月
実
施
予
定

の
町
議
会
選
挙
に
お
い
て
当
選

し
た
議
員
が
内
容
を
精
査
し
、

制
定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し

た
。

一
般
質
問
で
は

一
問
一
答
を
導
入

執
行
部
が
議
員
に

対
し
質
問
す
る
こ

と
を
認
め
る

請
願
の
紹
介
議
員

は
請
願
者
の
権
利

を
優
先

議
会
基
本
条
例
は

次
期
の
議
員
で

議
論
し
制
定

予
算
や
総
合
計
画

の
説
明
会
を
実
施

役職 報酬額（月額）

議　長 ３５０，０００円

副議長 ２８５，０００円

委員長 ２７５，０００円

議　員 ２６５，０００円

＜現在の議員報酬＞

議会改革特別委員会

3 議会だより　しすい　H30.11.13



議会改革の 採 決 結 果採 決 結 果
＜開かれた議会部門＞

＜議会運営部門＞

分
野 項目（現状） 改正案 結果

濵
　
口

須
　
藤

酒
瀬
川

那
　
須

御
園
生

川
　
島

藤（
委
員
長
）

内
　
海

佐
　
藤

江
　
澤

平
　
澤

越
　
川

竹
　
尾

地
　
福

小
早
稲

髙
　
﨑

会　
議　
の　
公　
開

本会議（公開） なし 変更なし
（全員賛成）

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

常任委員会（委員長の許
可で公開）

①　変更なし
②　原則公開

変更なし
（① 10・② 3）

① ① 欠 ② ① ① ― ① ① ① ① ① ② ② ① 欠

特別委員会（委員長の許
可で公開）

①　変更なし
②　原則公開

変更なし
（① 10・② 3）

① ① 欠 ② ① ① ― ① ① ① ① ① ② ② ① 欠

全員協議会（議長の許可
で公開）

①　変更なし
②　原則公開で非公開
　　のルールを作る

変更なし
（① 6・② 5）

② ① 欠 欠 ② ② ― ① ① ② ① 欠 欠 ② ① ①

住民との対話機会（なし） なし 変更なし
（全員賛成）

○ ○ 欠 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○

傍聴者への配慮（議案の閲覧） ①　変更なし
②　議案を配布

変更なし
（① 9・② 4）

① ① 欠 ② ② ① ― ① ① ① ① ① ② ② ① 欠

議
会
中
継

なし

①　ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞで公開
②　ｲﾝﾀｰﾈｯﾄで公開

ﾈｯﾄで公開
（① 1・② 9）

② 棄
権 ② ② ― 棄

権② ② ② ① ② ② ② 棄
権

①　生中継
②　録画放送
③　生中継と録画両方

両方で公開
（③全員賛成）

③ 棄
権 ③ ③ ― 棄

権③ ③ ③ ③ ③ ③ ③ 棄
権

情　
報　
公　
開

議会だより（議案、個人
の採決結果、議会活動） なし 変更なし

（全員賛成）
○ ○ 欠 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

ホームページ（議決結
果、会議録、会議の告知、
交際費、議会だより）

なし 変更なし
（全員賛成）

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案（図書館で公開） ①　変更なし
②　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで公開

変更なし
（① 8・② 5）

② ① 欠 ② ② ① ― ① ① ① ① ① ② ② ① 欠

付属資料（なし）
①　変更なし
②　会議の前に公開
③　会議の後に公開

変更なし
（① 7・② 3・③1）

③ ① 欠 欠 ② ① ― ① ① ② ① 欠 欠 ② ① ①

分
野 項目（現状） 改正案 結果

濵
　
口

須
　
藤

酒
瀬
川

那
　
須

御
園
生

川
　
島

藤（
委
員
長
）

内
　
海

佐
　
藤

江
　
澤

平
　
澤

越
　
川

竹
　
尾

地
　
福

小
早
稲

髙
　
﨑

定例会の回数（年４回） なし 変更なし
（全員賛成）

○ ○ 欠 欠 棄
権○ ― ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○

議会基本条例（なし） ①　制定しない
②　制定する

制定する
（① 4・② 6）

② 棄
権欠 欠 ② ② ― ① ② ② ① 欠 欠 ② ① ①

項目と採決　　　賛成・・○、○に数字　　欠席・・欠　　　　※委員長は採決に加わりません
　　　　　　　　※酒瀬川議員、那須議員はご逝去後に採決をした項目に網掛けをしています。
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＜議会運営部門＞

分
野 項目（現状） 改正案 結果

濵
　
口

須
　
藤

酒
瀬
川

那
　
須

御
園
生

川
　
島

藤（
委
員
長
）

内
　
海

佐
　
藤

江
　
澤

平
　
澤

越
　
川

竹
　
尾

地
　
福

小
早
稲

髙
　
﨑

議決事件の追加（町基本構想） なし 変更なし
（全員賛成）

○ ○ 欠 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○

総
括
質
疑
の
方
法

質疑の回数（３回まで） ①　変更なし
②　回数制限撤廃

変更なし
（① 8・② 3）

① ① 欠 欠 ② ② ― ① ① ① ① 欠 欠 ② ① ①

時間制限（なし） ①　変更なし
②　時間制限あり

変更なし
（① 8・② 3）

① ② 欠 欠 ① ② ― ① ① ② ① 欠 欠 ① ① ①

事前通告（なし） なし 変更なし
（全員賛成）

○ ○ 欠 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○

質問者席（なし）
①　変更なし
②　質問者席を設ける
③　自席から質問

変更なし
（① 14・② 1）

① ① ① ① ① ① ― ① ① ① ② ① ① ① ① ①

委
員
会
の
質
疑

質疑の回数（３回まで） ①　変更なし
②　回数制限撤廃

変更なし
（① 7・② 4）

② ① 欠 欠 ② ② ― ① ① ① ① 欠 欠 ② ① ①

時間制限（なし） なし 変更なし
（全員賛成）

○ ○ 欠 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○

事前通告（なし） なし 変更なし
（全員賛成）

○ ○ 欠 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○

一　
般　
質　
問　
の　
方　
法

質問方法（一括質問、一
括答弁）

①　変更なし
②　一括と一問一答の
　　選択制
③　１回目は一括２回
　　目以降選択制

２回目以降
選択制

（① 2・② 2・③ 7）
③ ③ 欠 欠 ③ ③ ― ② ② ③ ① 欠 欠 ③ ③ ①

質問回数（３回）

再質問以降も一括の場合
①　変更なし
②　回数制限撤廃

変更なし
（① 9・② 4）

① ① ② ② ― ① ① ① ① ① ② ② ① ①

再質問以降は一問一答
①　変更なし
②　回数制限撤廃

回数制限
撤廃

（① 3・② 10）
② ① ② ② ― ① ② ① ② ② ② ② ② ②

制限時間（１時間）
①　変更なし
②　時間を延長
③　時間を短縮

変更なし
（① 8・② 1・③ 2）

③ ③ 欠 欠 ① ① ― ① ① ① ① 欠 欠 ② ① ①

通告（事前通告制） なし 変更なし
（全員賛成）

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

質問者席（なし）
①　変更なし
②　質問者席を設ける
③　自席から質問

質問者席を
設ける

（②全員賛成）
② ② ② ② ② ② ― ② ② ② ② ② ② ② ② ②

質問、答弁に疑義が生じた
場合（議長の裁量で決定）

①　変更なし
②　申し出により議会
　　運営委員会を開催

変更なし
（①全員賛成）

① ① 欠 欠 ① ① ― ① ① ① ① 欠 欠 ① ① ①

反問権（明確な基準なし）

反問ができる場面
①　総括質疑
②　一般質問
③　緊急質問
④　委員会の質疑

①から④の
すべての場
面で反問を
認める

①
②
③
④

①
②
③
④

②
③
④

②
③
④

―
①
②
③
④

①
②
③
④

①
②
③
④

①
②
③
④

①
②
③
④

②
③
②
③

①
②
③
④

①
②
③
④

反問の種類
①　趣旨、内容確認
②　質問の根拠
③　代替案の提示要求
④　逆質問
⑤　反論など

①から⑤の
すべての種
類の反問を
認める

①
②
③
④
⑤

①
②
③
④
⑤

①
②
③
④
⑤

①
②―

①
②
③
④
⑤

①
②
③
④
⑤

①
②
③
④
⑤

①
②
③
④
⑤

①
②
③
④
⑤

①
②
①
②

①
②
③
④
⑤

①
②
③
④
⑤

5

議会改革の採決結果

議会だより　しすい　H30.11.13



議会改革の 採 決 結 果採 決 結 果
＜議会運営部門＞

分
野 項目（現状） 改正案 結果

濵
　
口

須
　
藤

酒
瀬
川

那
　
須

御
園
生

川
　
島

藤（
委
員
長
）

内
　
海

佐
　
藤

江
　
澤

平
　
澤

越
　
川

竹
　
尾

地
　
福

小
早
稲

髙
　
﨑

請　
願

審議方法（委員会付託）
①　変更なし
②　本会議質疑後に委
　　員会に付託

変更なし
（①全員賛成）

① 欠 ① ① ① ① ― ① ① ① ① ① ① ① ① ①

紹介議員（所属委員会
に関わる案件は極力避
ける）

①　変更なし
②　所属委員会に関わる
　　案件でも紹介議員
　　になれる

紹介議員に
なれる

（① 4・② 9）
② 欠 ② ② ② ― ② ② ② ① ① ② ② ① ①

陳
情 審議方法（議員配布）

①　変更なし
②　委員会付託し、請願
　　と同様に審議

変更なし
（①全員賛成）

① 欠 ① ① ① ― ① ① ① ① ① ① ① ① ①

議
案
等
の
説
明
会

定例会（議会運営委員会
の前までに開催）

①　変更なし
②　議会運営委員会と
　　同日に開催

変更なし
（①全員賛成）

① 欠 ① ① ① ― ①① ① ① ① ① ① ① ①

臨時会（臨時会の前日ま
でに開催） なし 変更なし

（全員賛成）
○ 欠 ○ ○ ○ ― ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

追加議案（会期中に開催） なし 変更なし
（全員賛成）

○ 欠 ○ ○ ○ ― ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全
員
協
議
会

各種計画等や重要案件
の説明会（規定なし）

①　議長と執行部で時
　　間等を調整
②　十分な時間の確保
　　を要する

議長が調整
（①全員賛成）

① ① ― ① ① ― ① ① ① ① ① ① ① ① ①

予算説明会（なし）

①　変更なし
②　予算説明会を実施

予算説明会
を実施

（②全員賛成）
② ② ② ② ② ― ② ② ② ② 欠 ② ② ② ②

①　当初予算査定前
②　当初予算査定後

査定後に
実施

（① 5・② 6）
② ② ― ① ① ― 欠 ① 棄

権② ② ① ① ② ②

基本計画の進捗状況の
チェック（なし）

①　変更なし
②　チェックを実施

チェックを
実施

（① 1・② 12）
② ② ② ② ② ― ② ② ② ① 欠 ② ② ② ②

議会改革の採決結果

6H30.11.13　議会だより　しすい

項目と採決　　　賛成・・○、○に数字　　欠席・・欠　　　　※委員長は採決に加わりません
　　　　　　　　※酒瀬川議員、那須議員はご逝去後に採決をした項目に網掛けをしています。



＜議会組織部門＞

分
野 項目（現状） 改正案 結果

濵
　
口

須
　
藤

酒
瀬
川

那
　
須

御
園
生

川
　
島

藤（
委
員
長
）

内
　
海

佐
　
藤

江
　
澤

平
　
澤

越
　
川

竹
　
尾

地
　
福

小
早
稲

髙
　
﨑

議員定数（16名）
①　変更なし
②　14名に減らす
③　12名に減らす

変更なし
（① 10・② 3・③ 1）

② ① ① ③ ② ― ① ① ② ① ① ① ① ① ①

各
常
任
・
特
別
委
員
会
の
構
成

常任委員会の定数（総務
5名、教育民生6名、経
済建設5名、議会運営委
員会6名）

なし 変更なし
（全員賛成）

○ ○ ○ 棄
権○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決算審査特別委員会
（定数6名）

①　変更なし
②　議員全員参加の委
　　員会とすべき

変更なし
（①全員賛成）

① ① ① ① ① ― ① ① ① ① ① ① ① ① ①

議会だより編集特別委
員会（定数6名）

①　変更なし
②　常任委員会にする
　　べき

変更なし
（①全員賛成）

① ① ① ① ① ― ① ① ① ① ① ① ① ① ①

議会改革特別委員会
（議員全員） なし 変更なし

（全員賛成）
○ ○ ○ ○ ○ ― ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

予算審査特別委員会
（なし）

①　設置しない
②　設置する
③　予算説明の機会が
　　あれば設置しない

予算説明
の機会が
あれば設
置しない

（② 1・③ 13）

③ ③ ③ ② ③ ― ③③ ③ ③ ③ ③ ③ ③ ③

各
委
員
会
、
一
部
事
務
組
合
等
の
任
期

常任委員会、議会運営委
員会、議会だより編集特
別委員会（2年）

①　変更なし
②　4年に変更

変更なし
（① 10・② 3）

① ① 欠 ② ① ① ― ① ① ① ① ① ② ② ① 欠

一部事務組合議会等の
議員（2年）

①　変更なし
②　4年に変更

変更なし
（① 10・② 3）

① ① 欠 ② ① ① ― ① ① ① ① ① ② ② ① 欠

後期高齢者医療広域連
合の議会議員

①　変更なし
②　議長以外でも議員
　　に就任

変更なし
（① 9・② 4）

① ① ② ① ② ― ① ① ① ① 欠 ② ② ① ①

監査委員（2年） ①　変更なし
②　4年に変更

変更なし
（① 10・② 3）

① ① 欠 ② ① ① ― ① ① ①① ① ② ② ① 欠

各種審議会、委員会の
委員（4年）

①　変更なし
②　2年に変更

変更なし
（① 12・② 1）

① ① 欠 ① ② ① ― ① ① ① ① ① ① ① ① 欠

議
員
報
酬
等

議員報酬

議　長　35万円
副議長　28万5千円
委員長　27万5千円
議　員　26万5千円

意見はあったが、特別職等報酬審議会で審議すべき事項
と結論づけた

期末手当   6月　1.70月分
12月　1.85月分

意見はあったが、特別職等報酬審議会で審議すべき事項
と結論づけた

政務活動費（なし） ①　不要
②　必要

不要
（① 12・② 1）

① ① ① ② ① ― ① ① ① ① 欠 ① ① ① ①

議会改革の採決結果

7 議会だより　しすい　H30.11.13
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９
月
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か

ら
９
月
26
日
ま
で
の
23
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
、
町
長
か
ら
議
案

12
件
、
諮
問
１
件
お
よ
び
議
員
提

案
の
発
議
案
１
件
が
提
案
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
議
案
第
５
号
の

一
般
会
計
補
正
予
算
を
減
額
修
正

し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
議
案
等

は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
長
か
ら
「
一
般
会
計

予
算
継
続
費
精
算
報
告
書
に
つ
い

て
」
な
ど
の
報
告
が
２
件
、「
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
の
推
進
つ
い

て
」
な
ど
の
行
政
報
告
が
６
件
表

明
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
会
計
の
決
算
に
つ
い

て
は
、
議
員
６
名
に
よ
る
「
決
算

審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

集
中
的
に
審
議
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
９
名
の
議
員
が
２

日
間
に
わ
た
り
行
い
、地
域
振
興
、

防
犯
・
防
災
対
策
な
ど
、
町
政
全

般
に
つ
い
て
町
長
や
各
課
長
に
説

明
を
求
め
ま
し
た
。

＜歳入の概要＞

税
は
、
個
人
町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、

前
年
度
比
４
３
５
３
万
円
の
増
額
、
地
方
交
付
税
は
、
町

税
の
増
加
に
よ
る
普
通
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
比
７
２
７
６
万
円
の
減
額
、
寄
付
金
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
増

加
に
よ
り
、
前
年
度
比
１
２
９
９
万
円
の
増
額
、
町
債
は
、
臨
時

財
政
対
策
債
な
ど
の
借
入
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
比
２
５
０
０
万

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
財
源
比
率
は
、
町
税
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
昨
年

度
比
２
億
３
９
０
０
万
円
増
額
し
、
歳
入
構
成
比
の
60
・
０
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町

＜財政力指数の推移＞

0.74

0.68

0.70

0.73

0.75

0.77

0.70

0.66

0.62
H25 H26 H27 H28 H29

※千円単価は四捨五入しています。

※�財政力指数とは、地方公共団体の財政力を示す数値で過去３年度の平均値です。数値が１に近い
　ほど普通交付税算定上の留保財源が大きいことになり、財源に余裕があると言われています。

９
月
定
例
会
の
概
要

財政力指数も町税等が着実に し増加 向上

H30.11.13　議会だより　しすい

自主財源
（60.0％）

そ の 他
6億742万円

地方消費税交付金
3億2841万円

県支出金
3億3301万円

町　債
4億9070万円

繰入金
6億4685万円

国庫支出金
6億4103万円

地方交付税
8億2108万円

町　税
29億9926万円歳入

歳入総額 68億6776万円

依存財源
（40.0％）

県から交付される
使い道が決められ
ているお金。

繰越金や各種交付金
などのお金

国や銀行など
からの借入金

国が特定の事業を促進する
目的で使途を指定して交付
するお金

地方公共団体が一定の水準を維持
できるように、国が財源の不均衡を
調整するため交付するお金

町民税、固定資産税、都市計画税など
町民の皆さんから収められる税金

財政調整基金等
からの繰入金
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＜歳出の概要＞

務
費
は
、
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
比
２
３
８
８
万
円
の
減
額
、
民
生
費
は
、
臨
時
福
祉
給

付
金
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
７
９
６
４
万
円
の
増
額
、
商
工
費

は
、
ち
び
っ
こ
天
国
基
金
へ
の
積
立
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
比
２
８
８
９
万
円
の
減
額
、
土
木
費
は
、
社
会
資
本
総
合
交

付
金
を
活
用
し
た
道
路
工
事
等
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、
前
年
度
比

２
２
６
４
万
円
の
減
額
、
教
育
費
は
、
中
央
公
民
館
耐
震
補
強
工

事
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
１
億
３
４
８
３
万
円
の
増
額
、
公
債

費
は
、
前
年
度
比
２
５
９
５
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総

＜経常収支比率の推移＞

92.0

88.9

87.1

89.7

90.9

92％

88％

84％
H25 H26 H27 H28 H29

※千円単価は四捨五入しています。

平成 29 年度決算

※�経常収支比率とは、財政構造の弾力性を判断する数値で人件費、扶助費、公債費の義務的性格の経常経費が町税、普通
交付税などの経常的一般財源に占める割合です。数値が低いほどいろいろな事業に使えるお金に余裕があると言えます。

財政力指数も町税等が着実に し増加 向上
自主財源比率が0.2ポイント向上

一方で財政調整基金の取り崩しも

議会だより　しすい　H30.11.13

そ の 他
3億7778万円

公 債 費
4億2022万円

消 防 費
4億6614万円

衛 生 費
4億9296万円

土 木 費
5億9291万円 教 育 費

10億8844万円

総 務 費
10億3560万円

民 生 費
18億2144万円

歳出総額 62億9549万円

町債（借金）の返済に
かかるお金

議会費、商工費、
農林水産業費など

消防組合や消防団
事業にかかるお金

道路、公園の維持管理や
交通安全対策にかかるお金

子育て支援、高齢者、
障がい者福祉にかかるお金歳出

町有財産管理、広報、防災、税務、
住基、戸籍、選挙にかかるお金

ごみ処理、予防接種、検診、
医療助成にかかるお金

小中学校、社会教育施設の
維持管理や給食、文化財保護、
スポーツ振興にかかるお金
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※ 財政の不足を調整したり、急激な税の落ち込みや災害
などに備えるための積立金です。また、財政調整基金
以外にも使用目的の決まった基金があります。

※ 町が学校や道路等の整備のために国や金融機関等から
長期的に借り入れた資金の残高です。平成 29 年度の
町債のうち臨時財政対策債分が 36 億 9600 万円を占
めています。

　
平
成
29
年
度
の
施
政
方
針
で
町
長

は
「
日
常
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め

に
引
き
続
き
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
を
運

行
し
ま
す
」
と
発
言
し
て
い
た
が
、

１
台
減
車
し
た
た
め
に
交
通
弱
者
に

大
変
不
便
を
か
け
た
。
ま
た
、
利
用

者
も
激
減
し
た
。
町
の
監
査
委
員
の

決
算
審
査
報
告
で
は
注
目
す
べ
き
３

点
の
意
見
、
指
摘
が
あ
っ
た
。「
中

学
校
体
育
館
の
雨
漏
り
対
策
の
早
期

実
施
」「
計
画
性
を
も
っ
て
酒
々
井

　
酒
々
井
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

は
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
関
係
の
増
収
お

よ
び
南
部
地
区
区
画
整
理
事
業
の
完

了
に
伴
う
増
収
は
あ
る
も
の
の
、
前

年
度
に
引
き
続
き
厳
し
い
中
に
お

い
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
お
い

て
、
経
常
経
費
の
削
減
に
取
り
組
み

つ
つ
、
事
業
の
投
資
効
果
お
よ
び
緊

急
性
に
配
慮
し
な
が
ら
、
財
源
の
重

点
的
、
効
率
的
配
分
に
努
め
る
と
と

私は 賛 成 です 私は 反 対 です

平成29年度決算に関する討論

監
査
委
員
の
意
見
に
同
感

決
算
に
対
し
反
対
す
る

厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い
て

事
業
の
投
資
効
果
、
緊
急
性

に
十
分
配
慮
し
て
お
り
賛
成

竹
尾　
忠
雄　
議
員

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
の
用
地
買

収
お
よ
び
整
備
工
事
を
実
施
す
べ

き
」「
ち
び
っ
こ
天
国
の
存
続
に
つ

い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
」
以
上
の

点
に
つ
い
て
は
、
私
も
同
じ
意
見
で

あ
る
。
町
長
は
重
く
受
け
止
め
る
べ

き
で
あ
る
。
小
坂
町
政
の
土
地
購

入
の
不
透
明
さ
に
つ
い
て
「（
仮
称
）

地
域
創
造
発
信
施
設
」
の
予
定
地
を

財
務
省
か
ら
購
入
。
平
成
27
年
に
柏

市
の
不
動
産
会
社
が
所
有
す
る
土
地

の
購
入
、
２
件
と
も
所
有
者
か
ら
頼

ま
れ
て
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
不

透
明
な
点
を
指
摘
し
て
反
対
す
る
。

も
に
、
総
合
計
画
等
を
十
分
考
慮
し

な
が
ら
、
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
町
全
体
の
経
営
健
全
化
判

断
比
率
に
つ
い
て
も
適
正
な
比
率
が

示
さ
れ
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

＜町債（借金）残高の推移＞＜財政調整基金（貯金）の推移＞

52 億円
12 億円

4 億円

48 億円
8 億円

44 億円

40 億円0 円
H25 H25H26 H26H27 H27H28 H29 H28 H29

※�臨時財政対策債とは、地方交付税として交付するべき財源（国の地方交付税特別会計の財源）が不足
した場合に、地方交付税を減額し、減額分を地方公共団体自らが地方債として発行する制度です。元
利償還金に要する費用は後年度の基準財政需要額に算入（地方交付税措置）されます。

越
川　
　
司　
議
員

９月に第３期の増床があったアウトレット

52
億
6
千
1
百
万
円　

51
億
5
千
8
百
万
円　

50
億
4
千
8
百
万
円　

9
億
4
千
1
百
万
円　

11
億
3
千
4
百
万
円　

10
億
2
千
7
百
万
円　

10
億
7
千
6
百
万
円　

11
億
3
千
4
百
万
円　

48
億
2
千
9
百
万
円　

47
億
7
千
9
百
万
円　

H30.11.13　議会だより　しすい
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決 算

＜決算審査特別委員会＞
委員長　地福美枝子　　　副委員長　須藤　伸次
委　員　濵口　信昭　　　平澤　昭敏　　小早稲賢一　　髙﨑　長雄

決算審査特別委員会での意見・要望事項
〔一般会計〕

○ ＧＩＳ事業について、システム構築作業や職員研修を実施し、町民が利用しやすいシステムづくり
に努められたい。

○ 学校図書館アシスタントについて、司書の資格を有しない方が司書の資格を取得できるよう助成を
検討されたい。

○ 予防接種、各種健診について、実施率が上がるように啓発をされたい。また、社会保険加入者等に
ついても、実施状況を把握されたい。

○ ふれ愛タクシーについて、現在の運行状況等や利用者の要望等を把握し、再度運行方法を検討され
たい。

○ 高齢者福祉について、緊急通報装置の貸与を６０歳
以上の一人暮らしの方も対象にできるよう検討され
たい。

○   福祉タクシーの対象者について、要支援１の方まで
対象を拡大できるよう検討されたい。

○ 公園や道路の雑草について、きれいなまちづくりの
観点から、十分な予算を確保し町として適切な管理
ができるように対応されたい。

◆ 議 案 第 2 号 　 平 成 2 9 年 度 各 種 会 計 決 算 額 ◆

◆ 議 案 第 3 号 　 平 成 2 9 年 度 水 道 事 業 会 計 決 算 額 ◆

◆ 議 案 第 4 号 　 平 成 2 9 年 度 下 水 道 事 業 会 計 決 算 額 ◆

会計区分 一般会計  特別会計 議決結果
歳入総額 68億6775万9千円 42億7678万1千円 27億9918万6千円 12億3751万円 2億4008万5千円 原案認定

（賛成10人　反対3人）歳出総額 62億9548万9千円 40億5251万6千円 26億2783万3千円 11億8635万円 2億3833万3千円

国民健康保険 介護保険 後期高齢者医療

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出 議決結果
5億9009万6千円 4億3610万6千円 808万3千円 2億3212万8千円 原案認定（賛成13人　反対0人）

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出 議決結果
3億7881万3千円 4億2559万7千円 1億2289万4千円 1億7118万円 原案認定（賛成13人　反対0人）

緊急通報装置はボタンを押すことで警備会社に
つながり通話することができます

議会だより　しすい　H30.11.13
こと ば GISとは、Geographic Information System の略称で日本語では地理情報

システムと訳されます。

拡大
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議 案

補正前 64億7461万1千円

補正額 2億23万8千円

合　計 66億7484万9千円

＜一般会計補正予算額＞　（修正後）

　
　
　
　
以
上
で
運
転
免
許
証
を
有
し
な
い
方
の

　

平
成
30
年
９
月
議
会
で
上
程
さ

れ
た
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
町
の
貴
重
な
自
然
や
歴
史
を
大

切
に
す
る
と
と
も
に
、
快
適
な
生

活
に
向
け
た
景
観
形
成
の
取
り
組

み
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、
景

観
法
の
規
定
、
景
観
基
本
条
例
に

定
め
た
目
的
や
基
本
理
念
に
基
づ

き
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

※
詳
細
は
８
ペ
ー
ジ
か
ら
11
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
議
案
第
2
号
は
賛
成
多
数
で
認
定
、

第
3
、
4
号
は
全
員
賛
成
で
認
定

議
　
案

【
議
案
第
１
号
】

景
観
条
例
の
制
定

【
議
案
第
２
号
、
第
３
号
、
第
４
号
】

一
般
会
計
、各
特
別
会
計
、水

道
事
業
会
計
、下
水
道
事
業

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定

【
議
案
第
５
号　

修
正
案
】

一
般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち

準
用
河
川
馬
橋
川
整
備
事
業

を
削
除
す
る
も
の

【
議
案
第
５
号
】

一
般
会
計
を
増
額
補
正

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、
各
種
基

金
積
立
金
、
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
組
み
替
え
、
保
健
セ
ン

タ
ー
ト
イ
レ
改
修
事
業
、
酒
々
井

小
学
校
用
地
購
入
経
費
、
大
室
台

小
学
校
体
育
館
裏
の
擁
壁
改
修
事

業
、
準
用
河
川
馬
橋
川
整
備
事

業
、
ゾ
ー
ン
30
指
定
に
伴
う
整
備

工
事
、
道
路
維
持
管
理
事
業
に
係

る
各
種
業
務
委
託
お
よ
び
補
修
工

事
、
高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー

事
業
等
に
つ
い
て
補
正
す
る
も

の
。

　

ま
た
、
歳
入
で
は
、
額
の
決
定

に
伴
う
普
通
交
付
税
、
臨
時
財
政

対
策
債
の
増
額
や
、
平
成
29
年
度

決
算
に
伴
う
各
特
別
会
計
か
ら
の

繰
入
金
お
よ
び
繰
越
金
を
増
額
す

る
も
の
で
２
億
２
３
万
８
千
円
を

増
額
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決
（
修
正
部
を

除
く
原
案
）

　
馬
橋
川
の
水
路
整
備
事
業
の
全

体
計
画
、
事
業
費
、
完
成
年
度
等

が
明
確
で
な
い
た
め
、
適
否
を

判
断
で
き
な
い
こ
と
、
過
剰
盛
土

の
原
因
者
で
あ
る
事
業
者
に
応
分

の
負
担
を
履
行
さ
せ
て
い
な
い
こ

と
、
土
地
の
価
格
が
適
正
と
思
え

な
い
こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
補
正

予
算
の
う
ち
馬
橋
川
整
備
事
業
の

工
事
請
負
費
お
よ
び
用
地
購
入
費

の
７
５
３
９
万
６
千
円
を
削
除
す

る
も
の
。

※
賛
成
多
数
で
可
決

タクシー料金の補助により、土日や夜間の外出支援が可能に

外
出
を
支
援

外
出
を
支
援

75
歳
75
歳

タ
ク
シ
ー
料
金
補
助
と
し
て
１
か
月
に
5
0
0
円
券
を
4
枚
支
給

H30.11.13　議会だより　しすい
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議 案
　
平
成
29
年
度
決
算
の
確
定
等
に

伴
い
、
７
３
５
７
万
６
千
円
を
増

額
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

　
平
成
29
年
度
決
算
の
確
定
に
伴

い
、
４
９
６
６
万
７
千
円
を
増
額

す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

　
平
成
29
年
度
決
算
の
確
定
に
伴

い
、
１
７
５
万
１
千
円
を
増
額
す

る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

　
人
事
異
動
に
伴
い
、
収
益
的
支

出
を
３
１
４
万
円
減
額
、
資
本
的

支
出
を
３
５
１
万
円
増
額
し
、
職

員
給
与
費
を
３
７
０
万
円
増
額
す

る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

　
人
事
異
動
に
伴
い
、
収
益
的
支

出
を
７
１
４
万
７
千
円
増
額
し
、

資
本
的
支
出
を
３
５
１
４
万
９
千

円
増
額
し
て
、
職
員
給
与
費
を

62
万
７
千
円
増
額
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

【
議
案
第
６
号
】

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

を
増
額
補
正

【
議
案
第
７
号
】

介
護
保
険
特
別
会
計
を

増
額
補
正

【
議
案
第
８
号
】

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

を
増
額
補
正

【
議
案
第
９
号
】

水
道
事
業
会
計
を
増
額
補
正

【
議
案
第　

号
】

下
水
道
事
業
会
計
を
増
額

補
正

【
議
案
第　

号
、
第　

号
】

石
井
氏
、村
重
氏
の
教
育
委

員
再
任
に
同
意
す
る
も
の

補正前 24億2232万6千円

補正額 7357万6千円

合　計 24億9590万2千円

補正前 13億369万2千円

補正額 4966万7千円

合　計 13億5335万9千円

補正前 2億5811万円

補正額 175万1千円

合　計 2億5986万1千円

＜国民健康保険特別会計補正予算額＞

＜介護保険特別会計補正予算額＞＜後期高齢者医療特別会計補正予算額＞

　
平
成
30
年
９
月
30
日
に
任
期
満

了
に
伴
い
、
石い

し
い井
國く
に
治は
る
氏
お
よ
び

村む
ら
し
げ重
浩こ
う
じ二
氏
を
再
任
す
る
た
め
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
同
意

＜水道事業会計補正予算額＞

収
益
的
支
出

補正前 4億266万9千円
資
本
的
支
出

補正前 10億1009万2千円

補正額 △314万円 補正額 351万円

合　計 3億9952万9千円 合　計 10億1360万2千円

10

11

12

＜下水道事業会計補正予算額＞

収
益
的
支
出

補正前 4億2974万6千円
資
本
的
支
出

補正前 2億6847万9千円

補正額 714万7千円 補正額 3514万9千円

合　計 4億3689万3千円 合　計 3億362万8千円

教育委員の石井國治さん教育委員の村重浩二さん

13議会だより　しすい　H30.11.13
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近
年
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
り
被

害
が
多
発
し
当
町
に
お
い
て
も
浸
水

被
害
が
想
定
さ
れ
る
。
馬
橋
川
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
以
上
、
残
土
の
搬
入

を
防
ぐ
た
め
に
も
町
が
用
地
を
買
収

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
工
事
費

に
つ
い
て
も
、
被
害
を
食
い
止
め
る

た
め
に
必
要
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

　
中
川
流
域
事
業
は
、
計
画
、
工
期

等
明
確
で
事
業
費
も
確
定
さ
れ
、
補

助
金
も
あ
っ
た
。
地
元
説
明
会
、
地
　
馬
橋
川
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
事

　

住
民
の
話
で
は
、「
平
成
28
年
９

月
の
土
砂
崩
落
以
前
に
は
、
団
地
内

に
水
が
上
が
る
こ
と
は
一
度
も
な
か

っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
町
の

最
優
先
課
題
は
業
者
の
責
任
で
原
状

回
復
を
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
町
長

は
法
的
措
置
を
決
断
し
、
残
土
業
者

に
毅
然
と
し
た
対
応
を
す
べ
き
で
あ

る
。
早
急
に
排
水
機
能
を
回
復
さ
せ

る
こ
と
が
住
民
の
願
い
に
応
え
る
こ

と
で
あ
り
、
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

　
本
件
は
、
行
政
か
ら
度
重
な
る
説

明
や
行
政
報
告
、
一
般
質
問
の
答
弁
、

経
済
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら

の
資
料
要
求
の
資
料
等
を
見
て
も
必

要
性
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
９
月
５

日
に
は
馬
橋
区
長
か
ら
安
全
対
策
を

１
日
も
早
く
講
じ
ら
れ
る
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

反
対
す
る
方
は
安
全
対
策
に
つ
い
て

代
案
を
出
し
て
か
ら
議
論
す
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
場
所
は
昭
和
60
年
頃
か

ら
業
者
に
よ
る
残
土
が
埋
め
立
て
ら

れ
、
当
時
の
担
当
が
困
る
に
困
っ
て
、

不
当
な
残
土
を
食
い
止
め
よ
う
と
す

る
た
め
平
成
12
年
３
月
に
町
は
業
者

と
排
水
路
施
設
お
よ
び
そ
の
用
地
を

町
に
帰
属
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る

協
定
を
締
結
し
た
。
し
か
し
、
工
事

は
完
了
し
た
も
の
の
、
町
へ
の
帰
属

が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
等
に
よ
っ
て
、

浸
水
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

対
応
策
に 

賛
成

町
税
再
投
入
の
恐
れ（
瑕
疵

担
保
責
任
）が
あ
り 

反
対

事
業
計
画
、総
事
業
費
が
示

さ
れ
な
い
こ
と
か
ら

修
正
案
に 

賛
成

業
者
の
責
任
で
原
状
回
復

さ
せ
る
こ
と
が
最
優
先
で

あ
り
修
正
案
に 

賛
成

馬
橋
地
区
の
安
全
対
策
上

必
要
な
事
業
で
あ
り

修
正
案
に 

反
対

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
必
要
な
事
業
で

あ
り
修
正
案
に 

反
対

【
議
案
第
５
号
】

【
議
案
第
５
号
】

【
議
案
第
５
号
の
修
正
案
】

【
議
案
第
５
号
の
修
正
案
】

【
議
案
第
５
号
の
修
正
案
】

【
議
案
第
５
号
の
修
正
案
】

馬橋川周辺の現状

8月21日に議員全員が現地を視察

髙
崎　
長
雄　
議
員

御
園
生　
浩
士　
議
員

江
澤　
眞一　
議
員

越
川　
葊
司　
議
員

平
澤　
昭
敏　
議
員

竹
尾　
忠
雄　
議
員

賛議
成案
討へ
論の

反議
対案
討へ
論の

域
要
望
、
請
願
、
代
替
え
案
、
議
会

に
よ
る
視
察
も
行
わ
れ
た
事
業
計

画
で
あ
っ
た
が
議
会
で
否
決
。
本

事
業
は
工
期
や
工
程
、
総
予
算
の

明
瞭
な
説
明
は
な
く
、
予
定
地
は

多
く
の
危
険
負
担
を
含
む
購
入
費

７
２
１
５
万
６
千
円
を
計
上
。
リ
ス

ク
を
下
げ
る
た
め
事
業
者
責
任
に
よ

る
、
被
害
に
あ
っ
て
い
る
す
べ
て
を

解
決
し
土
地
所
有
者
、県
、事
業
者
、

町
の
責
任
（
瑕
疵
担
保
責
任
）
を
明

確
に
し
て
リ
ス
ク
を
購
入
価
格
に
反

映
さ
せ
、
契
約
書
の
特
記
事
項
な
ど

に
補
修
や
是
正
措
置
等
必
要
事
項
を

設
け
、
解
決
が
図
ら
れ
た
と
き
に
、

売
買
代
金
を
支
払
う
よ
う
明
文
化
す

べ
き
で
あ
り
反
対
す
る
。

※
地
福
議
員
か
ら
も
議
案
第
5
号
に

対
す
る
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

賛修
成正
討案
論の

反修
対正
討案
論の

業
計
画
、
総
事
業
費
が
示
さ
れ
な
い

た
め
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

　
馬
橋
地
先
の
安
全
確
保
を
求
め
る

要
望
書
の
中
に
「
平
成
28
年
の
長
雨

お
よ
び
平
成
29
年
の
豪
雨
に
よ
っ
て

地
域
が
洪
水
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
る

経
験
を
し
て
以
来
、
大
雨
等
に
よ
る

被
害
の
報
道
を
見
る
た
び
に
、
明
日

開運団地

討 論

H30.11.13　議会だより　しすい

こ
の
地
区
の
残
土
事
業
に
拍
車
を
か

け
て
し
ま
っ
た
根
本
の
原
因
で
あ
り
、

現
在
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

町
は
用
地
取
得
に
つ
い
て
、
協
議
を

重
ね
て
お
願
い
を
し
た
結
果
、
主
要

地
権
者
か
ら
ほ
ぼ
協
力
が
得
ら
れ
る

状
況
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
用
地
を

取
得
し
て
管
理
、
監
督
を
し
な
が
ら
、

ま
ず
は
盛
り
土
工
事
の
進
行
を
止
め
、

県
と
協
力
し
な
が
ら
残
土
事
業
に
歯

止
め
を
か
け
る
目
的
の
予
算
で
あ
り
、

実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
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平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
の
継
続
事
業
と
し
て
実
施
し

た
「
固
定
資
産
税
課
税
資
料
整
備
お

よ
び
土
地
評
価
業
務
」、
平
成
28
年

度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
継
続
事
業

と
し
て
実
施
し
た
「
中
央
公
民
館
耐

震
補
強
事
業
」
が
終
了
し
た
の
で
、

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
継
続
費

精
算
報
告
書
の
と
お
り
報
告
す
る
も

の
。

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
の

政
府
が
賛
同
す
る
よ
う

意
見
書
提
出
に 

賛
成

現
実
を
無
視
し
た
実
現
性

の
な
い
形
式
だ
け
の

批
准
に 

反
対

【
発
議
案
第
１
号
案
】

【
発
議
案
第
１
号
案
】

諮
　
問

報
　
告

竹
尾　
忠
雄　
議
員

小
早
稲　
賢一　
議
員

　
現
在
１
名
が
欠
員
と
な
っ
て
い
る

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
、
千
葉
地

方
法
務
局
長
か
ら
後
任
の
推
薦
依
頼

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
人
権
問
題
に

深
い
理
解
が
あ
る
柳

や
な
ぎ
ば
し橋

康や
す
よ代

氏
を

推
薦
す
る
に
あ
た
り
、
議
会
の
意
見

を
求
め
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
適
任

【
諮
門
第
１
号
】

柳
橋
氏
を
人
権
擁
護
委
員
に

推
薦
す
る
も
の

【
報
告
第
２
号
】

決
算
に
基
づ
く
財
政
健
全
化

判
断
比
率
を
議
会
に
報
告

【
発
議
案
第
１
号
】

国
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の

署
名
締
結
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出

【
報
告
第
１
号
】

継
続
事
業
の
終
了
に
伴
う
報
告

　
平
成
29
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
、
監
査

委
員
の
意
見
を
付
け
て
議
会
に
報
告

す
る
も
の
。
内
容
と
し
て
は
、
一
般

会
計
と
公
営
企
業
会
計
を
含
む
全
会

計
で
赤
字
は
な
く
、
早
期
健
全
化
の

基
準
値
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
健
全
段
階
に
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
報
告
す
る
も
の
。

　
世
界
に
は
現
在
、
約
１
万
５
０
０

０
発
の
核
弾
頭
が
存
在
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、核
兵
器
の
廃
絶
は
、

人
類
の
生
存
に
と
っ
て
、
緊
急
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
、
意
見
書
を
提
出
す

る
も
の
。

・ 

核
兵
器
禁
止
条
約
を
早
期
に
署
名

締
結
す
る
こ
と
。

・ 
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
締
約
国
会

合
お
よ
び
検
討
会
合
に
参
加
す
る

こ
と
。

・ 

核
兵
器
保
有
国
を
含
む
核
兵
器
禁

止
条
約
に
加
盟
し
て
い
な
い
国
に

対
し
、
加
盟
を
要
請
す
る
な
ど
、

す
べ
て
の
国
の
参
加
に
よ
る
条
約

の
１
日
も
早
い
発
効
に
向
け
て
主

導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

※
賛
成
少
数
で
否
決

　
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
核
兵
器

の
完
全
廃
絶
は
、
日
米
安
保
条
約
へ

の
態
度
の
違
い
を
超
え
て
一
致
で
き

る
も
の
で
あ
る
。
核
保
有
国
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
で
も
核
禁
止
条
約
の
支
持

が
広
が
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
最

大
州
で
人
口
３
９
５
４
万
人
の
人
口

を
擁
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
議
会

で
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
人
口
約

３
９
８
万
人
の
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
市

議
会
で
も
禁
止
条
約
を
支
持
す
る
決

議
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
核

保
有
国
で
も
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
も
大

き
な
核
兵
器
廃
絶
の
流
れ
が
あ
る
。

そ
し
て
、
米
朝
の
２
回
目
の
会
談
が

開
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
さ
に

平
和
の
枠
組
み
が
大
き
く
進
ん
で

い
る
。
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
の
政

府
が
賛
同
す
る
よ
う
地
方
議
会
で

も
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
と
考
え
、

賛
成
す
る
。

　
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の
目
的
は
、

核
兵
器
の
全
面
廃
止
と
根
絶
で
あ
り
、

日
本
は
世
界
で
た
だ
一
つ
の
戦
争
で

の
核
被
爆
国
で
あ
る
。
し
か
し
、
原

爆
投
下
を
正
当
化
す
る
国
や
北
朝
鮮

な
ど
の
核
兵
器
所
有
国
に
よ
る
軍
事

的
挑
発
や
世
界
各
地
で
の
テ
ロ
行
為

な
ど
、
混こ

ん
と
ん沌

と
す
る
情
勢
の
中
、
日

本
は
批
准
を
求
め
る
推
進
派
の
「
核

兵
器
の
非
人
道
性
」
の
訴
え
と
、
ま

た
、
一
方
で
「
米
国
の
核
の
傘
」
の

下
で
軍
事
的
抑
止
力
を
保
ち
な
が
ら

安
保
環
境
を
整
え
て
い
く
と
い
う
二

面
性
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。
核
保
有

国
と
核
非
保
有
国
と
の
狭
間
で
双
方

の
良
好
な
関
係
を
導
き
出
し
、
偏
る

こ
と
な
く
実
現
性
の
あ
る
核
軍
縮
を

段
階
的
に
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

り
、
国
際
社
会
で
の
「
日
本
国
に
与

え
ら
れ
た
立
場
」
で
あ
る
と
認
識
す

る
こ
と
か
ら
、
発
議
案
に
反
対
す
る
。

　
平
成
30
年
９
月
議
会
で
議
員
か
ら

提
案
さ
れ
た
発
議
案
は
次
の
と
お
り

で
す
。 発 

議 

案

賛発
成議
討案
論の

反発
対議
討案
論の

議会だより　しすい　H30.11.13

は
我
が
身
と
不
安
な
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
治
水
対

策
は
日
々
の
安
全
、
安
心
な
暮
ら
し

を
支
え
る
う
え
で
必
須
条
件
で
あ
り

ま
す
」
と
あ
る
。
修
正
案
は
何
の
対

案
も
な
く
、
た
だ
単
に
反
対
す
る
だ

け
で
あ
る
。
町
が
今
回
の
土
地
を

取
得
し
な
い
と
何
も
で
き
な
い
。
ベ

タ
ー
な
選
択
と
思
う
。
執
行
部
は
残

土
処
理
に
目
星
が
つ
い
て
い
る
と
思

う
。
住
民
の
安
全
、
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
必
要
と
考
え
、
修
正
案

に
反
対
す
る
。
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各常任委員会での 審 査 結 果審 査 結 果審 査 結 果
委員　◎平澤／○髙﨑
　　　　佐藤／川島総務常任委員会

件　　　　　　　　　　　　名
審査の結果

賛成 反対 結果

議案第５号 一般会計補正予算　委員会担当分野 3 ０ 原案可決

委員　◎御園生／○濵口
　　　　地福／越川
　　　　江澤／ 藤

教育民生常任委員会

件　　　　　　　　　　　　名
審査の結果

賛成 反対 結果

議案第５号 一般会計補正予算　委員会担当分野 ５ ０ 原案可決

議案第６号 国民健康保険特別会計補正予算 ５ ０ 原案可決

議案第７号 介護保険特別会計補正予算 ５ ０ 原案可決

議案第８号 後期高齢者医療特別会計補正予算 ５ ０ 原案可決

委員　◎小早稲／○須藤
　　　　竹尾／内海経済建設常任委員会

件　　　　　　　　　　　　名
審査の結果

賛成 反対 結果

議案第１号 景観条例の制定 ３ ０ 原案可決

議案第５号 一般会計補正予算　委員会担当分野 ０ ３ 原案否決

議案第９号 水道事業会計補正予算 ３ ０ 原案可決

議案第10号 下水道事業会計補正予算 ３ ０ 原案可決

◎…委員長
○…副委員長

※ 住民協働課、健康福祉課、教育
委員会についての審査を担当

※経済環境課、まちづくり課、
　上下水道課、農業委員会に
　ついての審査を担当

※ 議会事務局、総務課、企画財政課、税務住民課、
会計室、選挙管理委員会、監査委員、固定資産評価
審査委員会、その他の事務についての審査を担当

※件名は一部省略しています。

H30.11.13　議会だより　しすい
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本会議での議決結果

本会議での 議 決 結 果議 決 結 果
議案と議決結果

番号 件　　　　　　　　　　名

本会議の採決結果

採決結果 濵
口
須
藤
欠
員
欠
員
御
園
生
川
島藤

内
海

佐
藤（
議
長
）

江
澤
平
澤
越
川
竹
尾
地
福
小
早
稲
髙
﨑

議案１ 景観条例の制定 可決
（賛 13・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案２ 一般会計および各特別会計歳入歳出決算の認定 認定
（賛 10・否 3）○ ○ ○ ○ × ○ ― ○ ○ ○ × × ○ ○

議案３ 水道事業会計決算の認定 認定
（賛 13・否０）○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案４ 下水道事業会計決算の認定 認定
（賛 13・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案５ 一般会計補正予算の修正案 可決
（賛 9・否 4） ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ × × ○ ○ × ×

議案５ 一般会計補正予算
※修正案を可決したため、修正部分を除くもの

可決
（賛 13・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案６ 国民健康保険特別会計補正予算 可決
（賛 13・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案７ 介護保険特別会計補正予算 可決
（賛 13・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案８ 後期高齢者医療特別会計補正予算 可決
（賛 13・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案９ 水道事業会計補正予算 可決
（賛 13・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案10 下水道事業会計補正予算 可決
（賛 13・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案11 教育委員会委員の任命同意 同意
（賛 13・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案12 教育委員会委員の任命同意 同意
（賛 13・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮門1 人権擁護委員の推薦 適任
（賛 13・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議案
１

国に対し核兵器禁止条約の署名・締結を求める意見書
提出者　地福　美枝子　議員　他２名

否決
（賛６・否７） ○ × × ○ ○ ○ ― × × × ○ ○ × ×

賛成・・○　　反対・・×　　議長は採決に加わりません。

※件名は一部省略しています。

議会だより　しすい　H30.11.13
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補
正
予
算　
　
　
　

  　
　
で
廃
案
廃
案

審
議
未
了

審
議
未
了

馬
橋
川
整
備
事
業
の
全
体
事
業
が
不
明
確
で
議
員
の
過
半
数
が
退
席

臨時会
8月1日

【
議
案
第
１
号
】

馬
橋
川
整
備
事
業
お
よ
び

給
食
セ
ン
タ
ー
の
修
繕
に

要
す
る
予
算
を
計
上

【
議
案
第
２
号
】

川
島
氏
を
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
に
選
任
す
る
も
の

　

平
成
30
年
８
月
臨
時
会
で
提
案

さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

今
回
の
補
正
は
、
豪
雨
災
害
に

対
応
し
住
民
の
安
全
、
安
心
確

保
の
た
め
緊
急
を
要
す
る
も
の
と

し
て
、
準
用
河
川
馬
橋
川
整
備

事
業
に
伴
う
用
地
買
収
お
よ
び
維

持
補
修
工
事
費
を
計
上
す
る
も

の
。
ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
施

設
修
繕
料
を
計
上
す
る
も
の
で
、

７
７
１
５
万
７
千
円
を
増
額
す
る

も
の
。

※
議
員
が
７
人
退
席
し
、
議
場
に

は
議
長
を
含
め
７
人
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
議
員
定
員
16
人
の
過
半

数
（
８
人
）
に
満
た
な
い
状
況
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地

方
自
治
法
第
１
１
３
条
の
規
定
に

議
　
案

臨時会

よ
り
、
会
議
を
継
続
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
採
決
す

る
こ
と
な
く
、
閉
会
し
、
審
議
未

了
に
よ
り
廃
案
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
の
欠
員
に
伴
い
、
川か

わ
し
ま島

貞さ
だ
お夫
氏
の
選
任
同
意
を
求
め
る
も

の
。

※
全
員
賛
成
で
同
意

※
採
決
の
順
番
を
変
え
、
議
案
第

２
号
を
先
に
採
決
し
ま
し
た
。

　
馬
橋
川
周
辺
に
つ
い
て
は
、
残
土

事
業
に
よ
り
、
用
地
が
仮
登
記
さ
れ

現
在
は
過
剰
な
盛
土
が
あ
る
状
況
で

あ
る
。
町
は
事
業
者
に
是
正
勧
告
を

し
て
き
た
が
、履
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
土
地
を
こ
の
ま
ま
放
置
し
た
場

合
、
豪
雨
に
よ
り
、
過
剰
盛
土
が
崩

落
す
る
な
ど
の
甚
大
な
被
害
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
が
関
係
者
と

協
議
し
用
地
購
入
を
決
め
た
も
の
で

あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
事
業
が
始
ま

っ
た
十
数
年
前
に
解
決
す
べ
き
問
題

で
あ
っ
た
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
住

民
の
安
全
、
安
心
を
確
保
す
る
立
場

か
ら
賛
成
す
る
。

　
町
も
い
つ
水
害
に
遭
う
か
わ
か
ら

な
い
。
馬
橋
地
区
の
住
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
事

業
を
推
進
す
べ
き
で
賛
成
す
る
。

　
こ
の
排
水
路
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
町
に
原
状
回
復
を
求
め
て
き
た

が
、
全
く
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。
町

は
残
土
事
業
者
に
復
旧
、
改
善
に
関

す
る
文
書
を
５
回
通
知
し
て
い
る
が

事
業
者
は
動
か
な
い
。
町
が
今
や
る

こ
と
は
、
事
業
者
に
対
し
て
法
的
措

置
を
と
る
こ
と
。
そ
し
て
、
事
業
者

の
責
任
に
お
い
て
一
日
も
早
く
原
状

回
復
を
実
施
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
最
終
的
に
約
６
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
用
地
を
１
億
５
０
０
０
万

円
で
購
入
し
整
備
事
業
を
行
お
う
と

す
る
も
の
だ
が
、
全
体
の
事
業
費
は

示
さ
れ
て
い
な
い
。
本
件
の
よ
う
な

大
き
な
事
業
は
、
臨
時
会
で
議
論
す

べ
き
問
題
で
は
な
く
、
定
例
会
の
委

員
会
で
審
議
す
べ
き
問
題
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　
開
運
団
地
に
住
む
方
た
ち
の
不
安

を
解
消
す
る
こ
と
に
反
対
は
し
な
い

が
、
事
業
の
全
体
像
が
明
ら
か
で
は

な
い
。
事
業
の
一
部
で
あ
る
用
地
買

収
の
賛
否
を
求
め
ら
れ
て
も
判
断
が

つ
か
な
い
要
素
が
多
い
。
事
業
者
寄

り
と
の
批
判
を
受
け
な
い
よ
う
法
的

措
置
を
含
め
た
措
置
を
十
分
に
研
究

し
、
再
度
、
全
体
計
画
を
示
し
た
う

え
で
、
議
案
を
再
提
案
す
る
こ
と
を

提
案
し
、
反
対
す
る
。

固定資産評価委員の川島貞夫さん

住
民
の
安
全
を
守
る

立
場
か
ら 

賛
成

住
民
の
生
命
、財
産
を
守

る
た
め 

賛
成

ま
ず
事
業
者
に
法
的
措
置

を
す
べ
き
で
あ
り 

反
対

事
業
の
全
体
計
画
が

明
ら
か
で
な
く 

反
対

【
議
案
第
１
号
】

【
議
案
第
１
号
】

【
議
案
第
１
号
】

【
議
案
第
１
号
】

賛議
成案
討へ
論の

越
川　
葊
司　
議
員

平
澤　
昭
敏　
議
員

反議
対案
討へ
論の

竹
尾　
忠
雄　
議
員

　
藤　
　
博　
議
員

H30.11.13　議会だより　しすい

土砂の被害を受けた町道
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臨時会

11 月臨時会における議案と議決結果

８月臨時会における議案と議決結果

番号 件　　　　　　　　　　名

本会議の採決結果

採決結果 濵
口
須
藤
欠
員
欠
員
御
園
生
川
島藤

内
海

佐
藤（
議
長
）

江
澤
平
澤
越
川
竹
尾
地
福
小
早
稲
髙
﨑

１ 一般会計補正予算 審議未了により
廃  案 ― ― 退

席
退
席

退
席

退
席 ― 退

席 ― ― 退
席

退
席 ― ―

２ 町固定資産評価審査委員会委員の選任 同  意
（賛 13・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

番号 件　　　　　　　　　　名

本会議の採決結果

採決結果 濵
口
須
藤
欠
員
欠
員
御
園
生
川
島藤

内
海

佐
藤（
議
長
）

江
澤
平
澤
越
川
竹
尾
地
福
小
早
稲
髙
﨑

１ 工事委託契約の締結 可  決
（賛 13・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町
道
の　
　
　
　
　
　
　

 

が
一
歩

無
電
柱
化

無
電
柱
化

前
進
前
進

災
害
時
の
輸
送
ル
ー
ト
確
保
や
景
観
に
配
慮

臨時会
11月5日

平成34年度の完成を目指し整備が行われています

【
議
案
第
１
号
】

町
道
の
無
電
柱
化
に
伴
う

電
線
共
同
溝
の
工
事
を
東

京
電
力
に
委
託
す
る
も
の

　
平
成
30
年
11
月
臨
時
会
で
提
案
さ

れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

町
道
０
２
‐
０
０
９
号
線
の
電

線
共
同
溝
工
事
委
託
に
つ
い
て
、

10
月
26
日
付
け
で
町
が
東
京
電
力

パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社
と

８
０
４
４
万
２
６
６
１
円
で
仮
契

約
を
締
結
し
た
こ
と
か
ら
、
地
方

自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
５
号
お

よ
び
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契

約
お
よ
び
財
産
の
取
得
ま
た
は
処

分
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

　
町
は
景
観
条
例
を
制
定
し
、
良
好

な
景
観
形
成
に
努
め
て
い
る
。
当
該

地
区
は
、
町
の
文
化
遺
産
で
あ
る
島

田
家
や
莇
家
の
建
物
が
保
全
さ
れ
て

い
る
地
区
に
隣
接
す
る
地
区
で
あ

り
、
町
の
顔
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
場
所
で
も
あ
る
。
町
の
予
算
は
潤

沢
と
は
言
え
な
い
が
、
町
の
英
断
に

敬
意
を
表
す
る
。
ま
た
、
本
事
業
が

道
路
交
通
法
違
反
、
町
条
例
違
反
で

あ
る
乗
り
上
げ
ブ
ロ
ッ
ク
を
一
掃
す

る
た
め
の
起
点
と
な
る
こ
と
を
要
望

し
て
賛
成
す
る
。

議
　
案

良
好
な
景
観
形
成
や
交
通

安
全
に
配
慮
さ
れ
た
計
画

で
あ
り 

賛
成

【
議
案
第
１
号
】

賛議
成案
討へ
論の

議会だより　しすい　H30.11.13

御
園
生　
浩
士　
議
員

国道51号

農協

工場箇所

酒々井町
役場
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一般質問

H30.11.13　議会だより　しすい

　一般質問は、町の執行機関に疑問点をただし見解を求めるものです。
９月定例会の一般質問は、９月１２日と１３日の２日間に９名の議員が行財
政全般にわたり、今後の対応策などについて質問を行いました。
　「議会だより　しすい」に掲載されている内容は紙面の都合上、要点の
みとなっています。詳細については、町図書館（プリミエール酒々井内）
で会議録をご覧ください。また、町のホームページからもご覧いただけ
ます。９月定例会の会議録は、１２月上旬以降、閲覧することができます。

ここが　 きたいここが　 きたいここが　 きたい聞聞聞

酒々井町マスコットキャラクター
井戸っこ（しすいちゃん）

般 質 問 で 町 の 考 え を 問 う一

◆　教育行政
◆　酒々井町空家等対策計画
◆　防災事前行動計画
◆　㈱ヤマロクとの裁判

No.1　御園生　浩士　議員・・・・・・・Ｐ21

◆　尾上、墨地域のインフラ整備
◆　町内の危険傾斜地
◆　中学校の入口道路

No.3　内海　和雄　議員

◆　全国学力テストの結果
◆　町民からの要望事項
◆　まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況
◆　タブレット端末の配置および活用状況

No.4　濵口　信昭　議員

◆　家族介護慰労金支給事業
◆　事業の進捗状況および具体的計画
◆　「酒々井小学校」周辺の一体的な活用

・・・・・・・・Ｐ23

No.5　 藤　博　議員

◆　道路拡幅工事の進捗状況と今後のスケジュール
◆　国道 296 号の歩道
◆　町の防災、減災環境

No.6　須藤　伸次　議員

◆　東海第２原発
◆　地震、防災の施策
◆　国民健康保険税の軽減
◆　今後の交通弱者の支援
◆　児童虐待の対応
◆　「生活保護のしおり」改善

No.9　地福　美枝子　議員

◆　馬橋地先の盛土崩落
◆　共産党が実施した町民アンケートに寄せられた要望
◆　下岩橋地先における市街化区域内の生活道路の改修
◆　下岩橋第１号幹線排水路の整備

No.8　竹尾　忠雄　議員

No.2　平澤　昭敏　議員

◆　町の消防力
◆　自助、共助
◆　水道施設の耐震化と「スタンドパイプ」
◆　家庭教育支援

※各議員の質問事項については、本紙に掲載してある質問をゴシック体で表記してあります。

・・・・・・・・Ｐ21

・・・・・・・・Ｐ22

・・・・・・・・Ｐ22

・・・・・・・・Ｐ23

・・・・・・・・Ｐ24

・・・・・・・・Ｐ24

・・・・・・・Ｐ25

◆　酒々井町地域防災計画
◆　酒々井ちびっこ天国の今後

No.7　江澤　眞一　議員
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一般質問

21

問　
平
成
22
年
に
中
学
校
体
育
館
の
耐
震

補
強
工
事
を
行
っ
た
際
に
、
な
ぜ
屋
根
の
改

修
工
事
を
実
施
し
な
か
っ
た
の
か
理
由
を
伺

う
。

教
育
次
長　
平
成
19
年
３
月
に
体
育
館
の

屋
根
頂
部
等
の
修
繕
を
実
施
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
屋
根
の
大
規
模
な
改
修
は
想
定
し
て

い
な
か
っ
た
。

問　
今
話
題
と
な
っ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

つ
い
て
、
全
国
一
斉
に
安
全
点
検
を
行
っ
た

が
、
町
の
教
育
施
設
内
外
、
通
学
路
に
危
険

箇
所
は
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

こ
ど
も
課
長　
町
立
小
中
学
校
で
は
基
準
に

適
合
し
て
い
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
な
か
っ

た
が
酒
々
井
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
う
ち
通
学
路
側
の
部
分
を
万
一
に
備
え

撤
去
し
、ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
に
張
り
替
え
た
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
通
学
路
沿
い
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
は
、
各
小
学
校
を
中
心
と
す
る
概
ね

５
０
０
メ
ー
ト
ル
範
囲
内
で
、
通
学
路
沿
い

の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
酒
々
井
小
学
校

は
26
箇
所
、
大
室
台
小
学
校
は
33
箇
所
の
併

せ
て
59
箇
所
あ
っ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
構

造
強
度
の
基
準
は
建
築
基
準
法
施
行
令
に
規

定
さ
れ
て
い
る
が
、
基
準
に
適
合
し
て
い
な

い
も
の
に
つ
い
て
改
善
指
導
を
行
う
の
は
特

定
行
政
庁
で
あ
る
千
葉
県
と
な
る
。

問　
町
空
家
対
策
計
画
に
つ
い
て
、
事
業
の

進
捗
状
況
と
成
果
、
ま
た
「
空
家
バ
ン
ク
」

は
い
つ
ま
で
に
立
ち
上
げ
る
の
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
現
在
、
町
で
は
建
物
や

庭
木
な
ど
の
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な

い
空
家
等
の
所
有
者
に
対
し
て
、
手
紙
に
よ

る
連
絡
等
に
よ
り
維
持
管
理
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
庁
内
関

係
部
局
と
連
携
し
な
が
ら
空
家
バ
ン
ク
の
運

用
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
住
宅
が

空
家
等
に
な
ら
な
い
よ
う
所
有
者
等
へ
の
啓

発
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

問答
中
学
校
体
育
館
の
耐
震
改
修
の
際
に

な
ぜ
屋
根
の
工
事
を
行
わ
な
か
っ
た
の
か

平
成
19
年
に
屋
根
頂
部
等
を
修
繕
し
た

の
で
改
修
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

御園生 浩士議員

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
あ
る
の
か

空
家
対
策
の
進
捗
状
況
は

問　
町
の
消
防
力
に
つ
い
て
、
大
規
模
地
震

等
に
よ
り
同
時
多
発
火
災
が
発
生
し
た
場

合
、
消
防
力
が
低
下
す
る
と
思
う
が
、
地
域

の
弱
点
に
対
し
て
、
町
の
対
応
を
伺
う
。

総
務
課
長　
佐
倉
市
八
街
市
酒
々
井
町
消

防
組
合
で
は
、
大
規
模
地
震
等
で
同
時
多
発

火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
管
内
の
消
防
力
で

は
対
応
が
困
難
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
県

内
の
消
防
隊
、
救
急
隊
か
ら
応
援
を
受
け
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
木
造
家
屋
密

集
地
、
道
路
狭
あ
い
に
よ
り
消
火
活
動
が
困

難
地
域
に
つ
い
て
は
、
効
率
的
な
消
火
活
動

が
展
開
で
き
る
よ
う
消
防
車
の
停
車
位
置
や

消
防
隊
の
活
動
内
容
を
事
前
に
策
定
し
て
い

る
。
な
お
、
町
で
は
、
引
き
続
き
防
災
倉
庫

や
防
災
備
蓄
品
等
の
整
備
、
自
主
防
災
組
織

の
充
実
や
防
災
士
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
町
消
防
団
で
は
、
自
然
水
利
か
ら
の

取
水
や
長
距
離
で
の
放
水
作
業
を
想
定
し
た

中
継
放
水
訓
練
な
ど
、
様
々
な
状
況
下
で
の

消
火
活
動
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
他
、
普
通

救
命
講
習
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
災
害
時
に

は
消
防
組
合
と
連
携
し
た
消
火
活
動
や
救
助

活
動
、
警
戒
活
動
等
に
対
応
し
て
い
く
。

問　
自
助
、
共
助
を
町
と
し
て
、
ど
う
育
て

る
の
か
伺
う
。
ま
た
、
退
職
し
た
団
塊
世
代

等
の
方
々
が
、
防
災
活
動
に
多
く
参
加
で
き

る
仕
組
み
が
必
要
と
思
う
が
、
町
の
考
え
を

伺
う
。

町
長　
防
災
対
策
の
基
本
は
、「
自
助
」、「
共

助
」
が
重
要
で
あ
り
、
住
民
の
方
々
が
自
発

的
に
行
わ
れ
る
防
災
活
動
の
取
り
組
み
を
推

進
す
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
重
要
性
を

啓
発
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
自
主
防

災
組
織
へ
の
支
援
お
よ
び
防
災
活
動
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
そ
の
活
動
に
必
要
な

資
機
材
の
購
入
経
費
に
対
し
、
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
を
活

性
化
す
る
た
め
、
地
域
防
災
の
担
い
手
と
な

る
人
材
を
育
成
し
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

地
域
の
自
主
防
災
組
織
で
活
動
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
防
災
士
育
成
講
座
の
受
講
料
や
認

定
登
録
申
請
料
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
。
今
後
も
各
地
区
に
お
け
る
自
主
防
災

組
織
の
必
要
性
を
普
及
す
る
と
と
も
に
、
自

主
的
な
防
災
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

平澤　昭敏議員

自
助
、
共
助
を
ど
う
育
て
る
の
か

屋根の改修が求められている
酒々井中学校体育館

議会だより　しすい　H30.11.13

あ
問答
大
規
模
災
害
等
で
消
防
力
が
低
下
し
た

場
合
の
対
応
は

県
内
の
消
防
隊
、
救
急
隊
か
ら
応
援
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
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問　
尾
上
、
墨
積
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

つ
い
て
次
の
点
を
伺
う
。

①　
町
道
尾
上
・
飯
積
線
の
通
学
路
に
歩
道

を
設
置
す
べ
き
と
思
う
が
町
の
考
え
を
伺
う
。

②　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
か
ら
尾
上
飯
積
線
の
道

路
計
画
を
詳
細
に
伺
う
。

③　
尾
上
、
墨
地
域
の
下
水
道
整
備
計
画
を

早
急
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
町
の
考
え
を

伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
①
、
②　
歩
道
に
つ
い

て
は
、
現
状
を
確
認
し
な
が
ら
関
係
機
関
と

協
議
し
、
対
応
を
検
討
す
る
。
道
路
計
画
は
、

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
と
現
道
尾
上
・
飯
積
線
を
接

続
さ
せ
る
約
２
６
０
ｍ
の
区
間
を
幅
員
15
ｍ

で
両
側
歩
道
を
設
置
す
る
計
画
の
も
と
、
用

地
買
収
を
進
め
て
い
る
。

上
下
水
道
課
長　
③　
尾
上
地
域
、
墨
地
域

の
一
部
で
は
整
備
が
完
了
し
て
い
る
が
、
こ

の
他
の
尾
上
、
墨
地
域
は
下
水
道
事
業
計
画

区
域
に
編
入
さ
れ
て
い
な
い
。
下
水
道
整
備

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
町
内
で
現
在
施

行
中
の
下
水
道
整
備
の
進
捗
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
、
上
位
計
画
で
あ
る
印
旛
沼
流
域
下

水
道
事
業
計
画
の
区
域
拡
大
要
望
等
の
手
続

き
を
進
め
る
方
針
で
あ
る
。

問　
①　
町
内
の
急
傾
斜
地
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
。
ま
た
、
危
険
傾
斜
地
は
、
普
段

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

②　
下
岩
橋
で
は
特
に
多
い
と
思
う
が
、
が

け
条
例
の
制
定
等
、
具
体
的
な
対
策
を
伺
う
。

③　
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
復
旧
は

町
が
行
う
の
か
地
権
者
が
行
う
の
か
伺
う
。

総
務
課
長　
①
、
③　
県
が
指
定
し
た
区
域

が
43
か
所
あ
り
、
毎
年
県
、
町
、
消
防
署
の

職
員
が
土
砂
災
害
危
険
個
所
点
検
を
実
施
し

注
意
喚
起
を
図
っ
て
い
る
。
復
旧
は
、
道
路

や
水
路
は
町
が
行
う
が
住
宅
等
は
基
本
的
に

所
有
者
が
行
う
こ
と
に
な
る
。

副
町
長　
②　
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移

設
事
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
に
助
成
を
行

っ
て
お
り
、
下
岩
橋
で
１
件
の
危
険
住
宅
除

却
等
事
業
を
実
施
し
た
。

問　
国
道
２
９
６
号
線
か
ら
学
校
の
正
門
ま

で
道
路
拡
幅
、
ま
た
は
、
歩
道
の
整
備
を
早

急
に
行
う
べ
き
と
思
う
が
町
の
考
え
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
現
時
点
で
は
歩
道
の
整

備
計
画
は
な
い
。

問　
４
月
に
行
わ
れ
た
全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
に
関
連
し
、
町
内
の
小
中
学
校
の
成
績

状
況
と
今
後
の
教
育
指
導
に
関
す
る
町
の
考

え
を
伺
う
。

学
校
教
育
課
長　
県
、
全
国
平
均
と
比
較
す

る
と
小
学
校
で
は
、
国
語
が
同
程
度
、
算
数

は
や
や
下
回
り
、
理
科
は
同
程
度
で
あ
っ
た
。

中
学
校
で
は
、
国
語
が
や
や
下
回
り
、
数
学

は
下
回
り
、
理
科
が
同
程
度
と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
。
今
後
は
、
特
に
算
数
、
数
学
に
関

し
て
授
業
改
善
を
図
る
こ
と
や
理
解
力
を
高

め
る
工
夫
等
を
し
て
数
学
に
関
す
る
苦
手
意

識
を
な
く
し
理
解
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　
現
在
禁
止
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
自
転
車
で
の
利
用
に
つ
い

て
、
身
体
上
の
理
由
か
ら
強
く
希
望
し
て
い

る
方
が
い
る
が
、
町
と
し
て
何
か
救
済
で
き

る
手
立
て
は
な
い
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
自
由
通
路
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
、
歩
行
者
や
車
い
す
の
利
用
者
を
対

象
と
し
て
お
り
、
自
転
車
で
の
利
用
が
可
能

と
な
っ
て
い
な
い
構
造
で
あ
る
。
自
転
車
は
、

近
接
す
る
中
川
踏
切
を
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

問　
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
基
本

目
標
２
に
関
し
、
数
値
目
標
お
よ
び
各
Ｋ
Ｐ

Ｉ
の
進
捗
状
況
と
達
成
見
込
み
等
に
つ
い
て

伺
う
。

生
涯
学
習
課
長　
観
光
拠
点
の
整
備
件
数
は
、

目
標
の
２
件
を
達
成
す
る
た
め
、
印
旛
沼
眺

望
名
勝
地「
下
が
り
松
」と
町
登
録
文
化
財「
莇

吉
五
郎
家
」
を
本
年
度
に
安
全
対
策
や
修
景

整
備
、
案
内
板
の
作
成
等
を
予
定
し
、
準
備

を
進
め
て
い
る
。
整
備
後
に
は
公
開
イ
ベ
ン

ト
も
予
定
し
て
い
る
。

濵口　信昭議員

急
傾
斜
地
の
対
策
は

Ｊ
Ｒ
酒
々
井
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
自
転
車

利
用
を
検
討
す
べ
き

中
学
校
入
口
の
道
路
に
歩
道
を

町
の
目
標
達
成
状
況
は

内海　和雄議員

小学校 中学校

国語Ａ 70（70.9） 国語Ａ 76（76.4）
国語Ｂ 53（54.8） 国語Ｂ 61（61.7）
算数Ａ 62（63.7） 数学Ａ 64（66.6）
算数Ｂ 51（51.7） 数学Ｂ 46（47.6）
理　科 61（60.4） 理　科 65（66.5）
理科Ａ 79（78.1） 理科Ａ 66（68.2）
理科Ｂ 57（56.3） 理科Ｂ 64（65.3）

＜全国学力・学習状況調査の結果＞

※左の数値が千葉県（公立）カッコ内は全国（国公私立）
　国立教育政策研究所の資料から転載

こと ば KPIとはkey performance indicator の略で、目標の達成度を評価するための
主要業績評価指標のことをいいます。 H30.11.13　議会だより　しすい

あ

あ

問

問

答

答

尾
上
、
墨
積
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

実
施
す
べ
き

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
成
績
と

町
の
今
後
の
教
育
指
導
に
つ
い
て
伺
う

関
係
機
関
と
協
議
し
対
応
を
検
討
す
る

特
に
数
学
、
算
数
に
関
し
て
理
解
力
を

高
め
て
い
き
た
い
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問　
①　
県
道
宗
吾
酒
々
井
線
の
酒
々
井
小

学
校
ま
で
の
拡
幅
工
事
が
遅
々
と
し
て
進
ん

で
い
る
様
子
が
見
ら
れ
な
い
が
、
進
捗
状
況

と
完
成
年
度
に
つ
い
て
伺
う
。

②　
町
道
02
‐
０
０
９
号
線
（
横
町
下
台
線
）

に
つ
い
て
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
第
３
期
増
床
に

伴
い
、
道
路
の
渋
滞
等
の
交
通
状
態
が
さ
ら

に
悪
化
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
町
の
対

策
を
伺
う
。

③　
酒
々
井
中
学
校
の
通
学
路
に
つ
い
て
、

現
在
片
側
歩
道
に
な
っ
て
い
る
尾
上
地
先
の

コ
ス
モ
石
油
か
ら
オ
ガ
ワ
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
ま

で
を
両
側
歩
道
に
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
。

県
に
対
し
強
く
要
望
し
て
い
く
べ
き
と
思
う

が
町
の
考
え
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
①　
県
印
旛
土
木
事
務

所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
上
本
佐
倉
交
差
点

側
の
鶴
岡
歯
科
か
ら
酒
々
井
小
学
校
ま
で
の

延
長
８
０
０
メ
ー
ト
ル
区
間
の
歩
道
整
備
に

つ
い
て
、
用
地
取
得
を
進
め
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
今
後
は
、
地
域
の
皆
様
の
御
理
解
と

御
協
力
を
得
な
が
ら
事
業
の
推
進
に
努
め
て

い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

②　
こ
の
道
路
の
渋
滞
対
策
は
、
今
後
、
必

要
に
応
じ
て
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

③　
両
側
歩
道
に
つ
い
て
は
、
県
印
旛
土
木

事
務
所
に
対
し
て
、
整
備
を
要
望
し
て
い
る
。

ま
た
、自
民
党
移
動
政
調
会
等
に
お
い
て
も
、

同
様
に
両
側
歩
道
の
整
備
を
要
望
し
て
い

る
。
今
後
は
、
学
校
関
係
者
と
調
整
し
て
、

現
在
の
要
望
に
追
加
す
る
こ
と
も
検
討
し
て

お
り
、
今
後
も
、
様
々
な
機
会
に
お
い
て
県

に
要
望
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問　

昨
今
の
想
定
を
上
回
る
気
象
に
つ
い

て
、
京
成
酒
々
井
駅
周
辺
は
地
域
活
性
化
の

観
点
か
ら
も
治
水
対
策
が
急
務
と
考
え
る

が
、
町
の
今
後
の
計
画
と
具
体
的
な
対
策
を

伺
う
。

副
町
長　
総
合
的
な
治
水
対
策
と
し
て
中
川

排
水
路
の
上
流
部
に
調
節
池
を
整
備
す
る
計

画
を
し
て
い
る
が
、
現
在
は
、
水
防
活
動
が

速
や
か
に
行
え
る
よ
う
に
土
の
う
の
設
置
や

防
災
備
品
を
中
川
排
水
路
脇
に
常
備
で
き
る

よ
う
な
防
災
活
動
拠
点
の
整
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
①　
家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業
に
つ

い
て
、
介
護
度
４
お
よ
び
５
の
方
を
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
世
帯
に
年
10
万
円
を
支
給
す

る
新
規
事
業
で
あ
る
が
、
申
請
し
た
人
は
何

人
い
る
の
か
伺
う
。

②　
支
給
さ
れ
る
に
は
「
過
去
１
年
間
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
」、「
世
帯
全
員

が
非
課
税
」
と
い
う
要
件
が
つ
い
て
い
る
。

介
護
度
４
お
よ
び
５
の
方
は
、
施
設
で
の
介

護
を
受
け
ら
れ
る
程
、
重
い
症
状
の
方
で
あ

る
。
そ
の
方
を
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
の
に
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
、
普
通
多
く
の
方
が
利
用

し
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
ら
慰

労
金
を
支
給
し
な
い
と
い
う
の
は
厳
し
過
ぎ

る
。
こ
の
条
件

は
「
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け

る
」こ
と
と「
年

10
万
円
を
受
け

る
」
か
の
二
者

択
一
を
求
め
る

の
と
同
じ
で
あ

る
。
私
は
「
在

宅
介
護
の
世
帯

の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
手
当
の
支
給
」
を
提
案
し
て
き

た
が
、
町
の
施
策
は
私
の
提
案
と
は
真
逆
で

あ
る
。「
世
帯
全
員
が
非
課
税
」
と
い
う
要

件
も
含
め
、「
受
給
サ
ー
ビ
ス
の
限
度
額
」
の

設
定
や
「
非
課
税
世
帯
」
を
「
住
民
税
額
が

一
定
額
以
下
の
世
帯
」
に
広
げ
る
な
ど
検
討
の

余
地
は
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
町
の
考
え

を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
①　
該
当
者
の
有
無
に
つ

い
て
は
、
７
月
の
広
報
紙
に
掲
載
し
、
周
知

を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
申
請

し
た
方
は
い
な
い
。

②　

対
象
者
の
要
件
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
こ
の
慰
労
金
支
給
の
趣
旨
は
、
居
宅
に

お
い
て
要
介
護
高
齢
者
等
の
介
護
を
行
う
家

族
等
に
対
し
、
支
給
す
る
も
の
で
あ
り
、
当

該
家
族
等
の
身
体
的
、
精
神
的
、
経
済
的
な

負
担
軽
減
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
事
業
は
、
介
護
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
を
抑
制
す
る
も
の
で
は
な

く
、
居
宅
で
介
護
し
て
い
る
低
所
得
の
ご
家

族
を
支
援
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
ま
た
、

制
度
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
制
度
が
始
ま
っ

て
５
か
月
経
過
し
た
ば
か
り
な
の
で
、
状
況

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答
家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業
は

支
給
対
象
を
広
げ
る
べ
き

制
度
が
始
ま
り
5
か
月
余
り
な
の
で

状
況
を
見
守
っ
て
い
き
た
い

藤　　博議員

京
成
酒
々
井
駅
周
辺
の
治
水
対
策
は

議会だより　しすい　H30.11.13

対象は要介護4・5の方を住宅介護し1年間介護
サービスを受けていない世帯全員が非課税の方

町内最大施設のエコトピア酒々井

あ
問答
道
路
の
渋
滞
対
策
は

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
た
い

須藤　伸次議員
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問　
①　
土
砂
災
害
計
画
区
域
は
何
か
所
あ

る
の
か
。
そ
の
内
、
特
別
警
戒
区
域
は
何
か

所
あ
る
の
か
伺
う
。
ま
た
、
警
戒
区
域
に
対

す
る
対
応
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

②　
平
成
16
年
の
豪
雨
で
当
町
は
１
時
間
当

た
り
の
最
大
雨
量
が
77
ミ
リ
で
あ
っ
た
が
、

近
年
で
は
各
地
で
１
０
０
ミ
リ
を
上
回
る
雨

量
が
観
測
さ
れ
て
い
る
。
雨
水
対
策
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
。
対
応
策
と
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

③　
中
川
の
治
水
対
策
に
お
け
る
調
節
池
に

つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

総
務
課
長　
①　
県
が
指
定
し
た
区
域
が
43

か
所
あ
り
、
全
て
の
区
域
箇
所
が
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
対
応

は
、
毎
年
県
町
、
消
防
署
の
職
員
が
土
砂
災

害
危
険
個
所
点
検
を
実
施
し
、
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
。

②　
台
風
等
、
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
必
要
に
応

じ
て
住
民
へ
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

町
長　
③　
総
合
的
な
治
水
対
策
と
し
て
中

川
排
水
路
の
上
流
部
に
調
節
池
を
整
備
す
る

計
画
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
中
川
の
計
画
を
上
回
る
降
雨
対
策
と

し
て
は
、
調
節
池
の
増
設
の
他
、
新
た
な
対

策
を
行
う
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
総
動
員

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　
地
震
対
策
に
つ
い
て
次
の
点
を
伺
う
。

①　
災
害
時
要
援
護
者
の
現
状
お
よ
び
対
応

に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

②　
町
全
体
の
避
難
計
画
も
重
要
だ
が
、
町

内
を
各
地
区
に
分
割
し
た
防
災
計
画
を
作
成

し
、
各
地
区
の
実
情
に
応
じ
た
予
防
に
努
め

る
こ
と
も
非
常
に
重
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

町
の
考
え
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
①　
災
害
時
要
援
護
者
は
、

１
９
４
人
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
対
応
は
、

民
生
委
員
児
童
委
員
が
定
期
的
に
自
宅
を
訪

問
し
、
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

な
お
、
昨
年
、
大
規
模
地
震
災
害
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
を
地
域
主
導
で
実
施
し
た
。

総
務
課
長　
②　
地
区
の
特
性
や
想
定
さ
れ

る
災
害
等
に
応
じ
て
自
発
的
に
行
う
防
災
活

動
に
よ
り
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
、
町
で
は
、
自
主
防
災
組

織
に
資
機
材
の
購
入
や
防
災
士
育
成
講
座
の

受
講
料
等
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

問　
①　
馬
橋
地
先
の
再
生
土
崩
落
で
排
水

路
や
道
路
等
が
損
傷
さ
れ
２
年
も
経
過
し
、

町
道
は
通
行
止
め
、
私
は
業
者
に
誠
意
が
あ

る
と
は
思
え
な
い
。
町
長
の
認
識
を
伺
う
。

②　
町
は
業
者
に
平
成
30
年
５
月
ま
で
に

「
従
わ
な
い
場
合
は
法
的
措
置
を
講
じ
る
」

と
通
知
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
法
的
措
置
を

行
う
の
か
。
期
限
は
過
ぎ
て
い
る
が
い
つ
ま

で
に
講
じ
る
の
か
。

③　
馬
橋
川
整
備
事
業
が
今
議
会
で
再
度
提

案
さ
れ
た
が
、
総
事
業
費
は
明
確
に
な
っ
た

の
か
。
な
お
、
県
は
計
画
地
内
に
不
法
投
棄

し
た
業
者
に
平
成
14
年
１
月
22
日
に
措
置
命

令
を
出
し
た
が
、
土
砂
等
の
面
積
、
堆
積
量
、

業
者
名
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
①　
事
業
者
の
誠
意
に

つ
い
て
は
、
同
様
の
考
え
で
あ
る
。

②　
責
任
の
あ
る
事
業
者
に
原
状
回
復
を
求

め
る
こ
と
は
、
町
の
責
務
と
考
え
て
い
る
の

で
残
土
等
担
当
課
の
経
済
環
境
課
と
協
力

し
、
引
き
続
き
是
正
を
求
め
て
い
く
。

③　
事
業
費
は
、
過
剰
盛
土
の
是
正
お
よ
び

調
査
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
確
定
で
き
な
い
。

経
済
環
境
課
長　
③　
県
の
推
計
値
で
は
面

積
が
１
万
１
４
７
０
㎡
、
土
量
が
５
万
２
２

５
０
㎥
、
事
業
者
は
有
限
会
社
藤
田
興
業
と

県
か
ら
報
告
を
受
け
て
い
る
。

問　
共
産
党
が
取
り
組
ん
だ
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
の
要
望
に
つ
い
て
、
次
の
点
を
伺
う
。

①　
「
畑
に
落
花
生
を
作
付
け
し
た
が
江
川

の
氾
濫
で
収
穫
で
き
な
か
っ
た
」
と
の
声
が

あ
っ
た
。
耕
作
者
が
安
心
し
て
営
農
で
き
る

よ
う
に
江
川
の
改
修
を
す
べ
き
と
思
う
が
、

町
の
考
え
を
伺
う
。

②　
70
代
の
女
性
か
ら
京
成
宗
吾
参
道
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
要
望
が
あ
っ
た
。
す
べ

て
の
人
が
社
会
参
加
す
る
こ
と
は
憲
法
で
保

障
さ
れ
て
お
り
、
国
、
町
、
事
業
者
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
①　
江
川
は
、
河
道
の

浚し
ゅ
ん
せ
つ渫

等
の
維
持
管
理
の
対
応
を
し
て
い
る
。

副
町
長　
②　

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、

１
日
平
均
利
用
者
数
３
０
０
０
人
以
上
の
施

設
が
整
備
対
象
施
設
で
京
成
宗
吾
参
道
駅
は

利
用
者
数
が
約
２
７
０
０
人
と
な
り
、
対
象

外
と
な
っ
て
い
る
。
町
は
京
成
電
鉄
に
対
し
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
兼
ね
意
向
等
を
確
認
す

る
た
め
の
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

江澤　眞一議員

竹尾　忠雄議員

地
震
時
に
お
け
る
町
の
備
え
は

町
民
の
要
望
に
ど
う
応
え
る
の
か

H30.11.13　議会だより　しすい

あ

あ

問

問

答

答

大
雨
等
に
よ
る
災
害
時
に
町
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か

原
状
回
復
の
見
通
し
な
く
期
限
は
過
ぎ

法
的
措
置
は
い
つ
行
う
の
か

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
住
民
に

注
意
喚
起
し
て
い
る

残
土
担
当
課
と
連
携
し
引
き
続
き

是
正
を
求
め
て
い
く
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問　
東
海
第
二
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て
町
長

と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

町
長　
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
補
助
金
制

度
の
対
象
を
近
隣
市
町
村
と
同
様
に
昭
和
56

年
以
前
か
ら
平
成
12
年
以
前
に
改
正
を
。

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
費
用
な
ど
、
独

自
の
補
助
制
度
創
設
を
求
め
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
新
耐
震
基
準
で
も
、
倒

壊
の
恐
れ
の
あ
る
建
物
に
つ
い
て
は
、
補
助

要
件
の
拡
大
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
危
険
と
判
断
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除

却
に
対
し
て
は
、
撤
去
費
用
の
一
部
を
補
助

し
倒
壊
に
よ
る
被
害
防
止
を
促
進
し
て
い
く
。

問　
国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
額
を
第
３

子
以
降
無
料
に
す
る
と
何
人
で
総
額
い
く
ら

に
な
る
の
か
。
軽
減
を
求
め
る
。

町
長　
均
等
割
保
険
税
の
軽
減
は
、
地
方
か

ら
国
へ
提
言
、
提
案
し
て
い
る
。

税
務
住
民
課
長　
対
象
者
は
27
人
で
、
減
免

総
額
は
79
万
３
８
０
０
円
で
あ
る
。

問　
交
通
弱
者
支
援
に
つ
い
て
、
次
の
点
を

伺
う
。

①　
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
対
象
拡
大
を
求
め
る
。

②　
新
事
業
「
高
齢
者
外
出
支
援
事
業
」
の

対
象
を
75
歳
以
上
で
は
な
く
年
齢
の
引
き
下

げ
を
求
め
る
。

③　
「
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
」
に
つ
い
て
の
要
望

に
ど
の
よ
う
に
改
善
し
、
い
つ
ま
で
に
検
討

実
施
す
る
の
か
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
①　

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
要

支
援
者
へ
の
拡
充
は
、
利
用
実
態
を
含
め
拡

充
効
果
を
精
査
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②　
心
身
の
健
康
が
保
た
れ
、
社
会
活
動
が

活
発
な
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

75
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
。

③　
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
は
、
課
題
が
明
ら
か

と
な
り
、
そ
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た
施
策

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
上
で
、
将
来
的
に
は
、
町
内
に

十
数
箇
所
の
停
留
所
を
設
け
た｢

定
時
の
循

環
運
行｣

を
試
行
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

問答
町
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
要
求
に

真
摯
に
、
誠
実
に
答
え
る
町
政
に

各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

地福 美枝子議員

耐
震
改
修
補
助
対
象
の
拡
充
を

交
通
弱
者
に
対
し
て
支
援
を

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
を

先
進
事
例
を　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
に

学
び
学
び

生
か
す

生
か
す

　
平
成
30
年
10
月
４
日
、
５
日
に
町
議
会
議

員
が
群
馬
県
甘か

ん
ら楽

町ま
ち

、
埼
玉
県
宮み
や
し
ろ代

町ま
ち

を

訪
れ
、
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
甘
楽
町
で
は
、
織
田
家
が
約
１
５
０
年
統

治
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
城
下
町
小
幡
さ

く
ら
祭
り
」
を
開
催
。
郷
土
の
歴
史
、
文
化

の
理
解
と
誇
り
を
持
つ
と
と
も
に
住
民
の
融

和
、
協
力
の
精
神
を
育
み
、
さ
ら
に
観
光
Ｐ

Ｒ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
祭
り
で
は
、
地
域
住
民
が
参
加
す
る
「
武

者
行
列
」
が
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
町

民
な
ど
約
４
０
０
人
が
行
列
に
参
加
し
、
ま

さ
に
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
酒
々
井
・
千
葉
氏
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
運

営
方
法
や
Ｐ
Ｒ
方
法
等
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
宮
代
町
で
は
、
農
家
の
高
齢
化
に
よ
り
地

域
農
業
力
が
衰
退
し
て
い
る
現
状
を
打
破
す

る
た
め
に
、
農
地
が
集
約
し
て
い
る
地
区
に

直
売
所
や
集
会
所
等
の
拠
点
施
設
を
建
設

し
、
町
が
出
資
す
る
株
式
会
社
を
設
立
。
自

ら
米
作
り
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
作
業
の

受
託
を
行
い
、
遊
休
農
地
を
防
ぐ
取
り
組
み

の
他
、
町
の
特
産
品
を
活
用
し
て
地
産
地
消

を
推
進
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
交
流
人

口
を
増
や
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

群
馬
県
甘
楽
町

埼
玉
県
宮
代
町

歴
史
を
生
か
し
た

　
　
　
　
観
光
振
興
策

「
農
」
の
あ
る

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

�甘楽町は町全体で歴史保存に
取り組んでいました

宮代町では「農」を生かした
景観形成も図られていました

議会だより　しすい　H30.11.13



とっても暮らしやすくて
いい町

どの世代も楽しめて
暮らしやすい町
酒々井小学校　6 年　藤﨑　美祐

アウトレットやいろいろな
物がある生活しやすい町

みんなが楽しくなる町

酒々井小学校　6 年　大岩　陽生

駅が４つと高速道路の
インターも出来て交通の
便がいい町

活気があり暮らしやすい町

酒々井小学校　6 年　相京　優介

水が豊かでおいしい
自然が豊富で住みやすい町
自然を守りお年寄りや
子どもにやさしくみんな
が住みやすい町
大室台小学校　6 年　細田　真広

自然が豊かで
歴史がたくさんある町

もっと自然を豊かにして
元気あふれる町
大室台小学校　6 年　石沼　優汰

自然が豊かで
日本一の歴史のある町
町民の仲が良く
いじめが絶対にない町
大室台小学校　6 年　藤田　詩音

教育環境が充実し交通の
便が良く住みやすい町
活気があり国内外から
観光客がたくさん訪れる町

酒々井中学校　3 年　髙橋　樹

自然がたくさんあり
通学路や道が広くて
安心で過ごしやすい町

町に住むいろいろな
人が過ごしやすいと
思ってもらえる町
大室台小学校　6 年　髙石　莉子

自然豊かで近くにスーパー
や親切な人がたくさんいる
過ごしやすい町
他の町より少し発展して
みんなが過ごしやすい
と思える町
大室台小学校　6 年　横田　真穂

26
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議員になったらどんな　　　にしたい？町

H30.11.13　議会だより　しすい



整った環境でやりたいこと
に思いきり打ち込める町
仕事、プライベート、
育児等のさまざまな面で
支え合う住みやすい町
酒々井中学校　3 年　野田　始榮

自然豊かで暮らしやすく
活気あふれる町

交通の便が良く暮らしやすく
人と人とのつながりが多い町

酒々井中学校　3 年　中川　翔

自然であふれている
住みやすい町
たくさんの人に住んで
もらえるような充実した町
酒々井中学校　3 年　鳥海　柚月

事故や事件が少なく
暮らしやすい町
町民が生活に困らない
快適な町をつくる

酒々井中学校　3 年　神﨑　さくら

自然豊かで歴史が深く
教育に力を入れている町
より教育環境づくりに
力を入れる町
酒々井中学校　3 年　大平　怜央

コミュニケーションが多く
笑顔があふれる町
全町民が過ごしやすいと
感じられるよう住民の
意見に耳を傾けられる町
酒々井中学校　3 年　津郷　彩乃

27

こども模擬議会

27

たくさん思い出がつまった
大好きな所がいっぱいある町
全世代の人が充実した
生活が送れるように施設
の充実を優先する
酒々井中学校　3 年　笠原　海大

歴史があり
安心して暮らせる町
酒々井町の良い所をたくさん
伝え町をより良くする

酒々井中学校　3 年　𠮷岡　佑

小さいころから楽しく
過ごした自然豊かな町
安全で住みやすくするため
アンケートや見回りを行い
問題点を明確にする

酒々井中学校　3 年　田岸　奏人

小・中学生に
聞きました 酒々井町ってどんな　　　　  ？まち

議会だより　しすい　H30.11.13
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こども模擬議会

　
今
号
は
、
通
常
の
一
日
発
行
で
は

な
く
、
発
行
が
遅
れ
た
こ
と
を
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
編
集
作
業
が
遅
れ
た
こ
と
お
よ
び

11
月
５
日
の
臨
時
会
を
掲
載
す
る
た

め
に
、
発
行
を
遅
ら
せ
ま
し
た
。
今

後
も
迅
速
で
正
確
な
情
報
伝
達
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
委
員
長　
　

藤　
　
博

　
副
委
員
長　
　
濵
口　
信
昭

　
委　
　
員　
　
川
島　

彦

　
委　
　
員　
　
須
藤　
伸
次

編
集
に
あ
た
っ
て

　
次
の
定
例
会
は
、
12
月
上
旬
に
開

会
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
会
期

の
概
要
は
、
11
月
27
日
に
開
催
予
定

の
議
会
運
営
委
員
会
で
決
ま
り
ま

す
。
会
期
の
概
要
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
、
町
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ

ス
タ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
会
議
は
、
一
般
に
公
開

さ
れ
、
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、
傍

聴
席
の
定
数
は
25
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
詳
細
は
議
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

  

☎
（
４
９
６
）
１
１
７
１

（
内
線
２
５
１
、２
５
２
）

12
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

小
・
中
学
生
議
員
が
町
長
に
質
問
質
問

ち
び
天
の
活
用
方
法
や
地
域
活
性
化
対
策
な
ど
を
質
問
・
提
案

　
こ
ど
も
模
擬
議
会
が
10
月
３
日

に
酒
々
井
町
議
場
で
開
催
さ
れ
、

酒
々
井
小
学
校
、大
室
台
小
学
校
、

酒
々
井
中
学
校
の
各
代
表
者
18
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
議

長
以
外
の
17
人
が
ち
び
っ
こ
天
国

の
活
用
方
法
や
地
域
活
性
化
対
策

な
ど
町
政
に
対
し
て
普
段
感
じ
て

い
る
こ
と
や
疑
問
に
思
っ
て
い
る

こ
と
を
質
問
し
ま
し
た
。

　
模
擬
議
会
の
最
後
に
は
、
議

長
を
務
め
た
野の

だ田
始し

榮よ
ん
さ
ん
か

ら
「
酒
々
井
町
を
一
か
ら
考
え

直
す
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
学
校
生

活
に
つ
な
げ
、
わ
が
故
郷
の

酒
々
井
町
へ
の
関
心
を
高
め
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

当日参加した小中学生と町長、議長、副町長、教育長

再質問では、さらに踏み込んだ質問をしていました

⑧　笠
かさはら

原　海
み

大
ひろ

（酒々井中　３年）
酒々井町の観光

（酒々井中　３年）⑨　𠮷
よしおか

岡　佑
たすく

酒々井中あいさつロード拡幅

（酒々井中　３年）⑩　田
たぎし

岸　奏
かなと

人
高齢者への取り組み

（酒々井中　３年）⑪　神
かんざき

﨑　さくら
交通の流動化

（酒々井中　３年）⑫　大
おおひら

平　怜
れ お

央
道路の整備

（酒々井中　３年）⑬　津
つごう

郷　彩
あやの

乃
酒々井町の保健

（酒々井中　３年）⑮　中
なかがわ

川　翔
つばさ

酒々井町の環境

（酒々井中　３年）⑭　鳥
とりうみ

海　柚
ゆ

月
づき

スポーツ施設の整備

＜小・中学生議員質問一覧＞

①　藤
ふじさき

﨑　美
み

祐
ゆ

（酒々井小　６年）
子どもが元気に遊べる空間づくり

（酒々井小　６年）②　大
おおいわ

岩　陽
はる

生
き

町立プールの新設

（酒々井小　６年）③　相
あいきょう

京　優
ゆう

介
すけ

ＪＲ酒々井駅付近の踏切の渋滞緩和

（大室台小　６年）

（大室台小　６年）

（大室台小　６年）

④　髙
たかいし

石　莉
り こ

子
　　横

よこた

田　真
ま

穂
ほ

　　細
ほそだ

田　真
ま

広
ひろ

町立プールの改修または新設

（大室台小　６年）⑤　藤
ふじた

田　詩
しおん

音
街灯の設置状況

（大室台小　６年）⑥　石
いしぬま

沼　優
ゆうた

汰
ＪＲ酒々井駅周辺商店街の活性化

⑦　髙
たかはし

橋　樹
いつき

酒々井町の人口
（酒々井中　３年）
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